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『
唐
子
西
文
録
』
訳
注
稿
（
上
）

大

島

絵

莉

香

矢

田

博

士

〔
解
題
〕

『
唐
子
西
文
録
』
は
、
唐
庚
（
字
は
子
西
）
が
先
人
の
詩
文
に
つ
い

て
論
評
し
た
言
葉
を
、
強
幼
安
（
字
は
行
父
）
が
書
き
記
し
た
も
の
で
、

全
部
で
三
十
五
条
か
ら
な
る
。

唐
庚
は
、
眉
州
丹
稜
（
四
川
省
）
の
人
。
北
宋
・
哲
宗
の
紹
聖
元
年

（
一
〇
九
四
）
の
進
士
。
宰
相
の
張
商
英
に
抜
擢
さ
れ
た
が
、
蔡
京
と

の
権
力
争
い
に
敗
れ
た
張
商
英
が
宰
相
を
罷
免
さ
れ
る
に
伴
い
、
恵
州

（
広
東
省
）
に
貶
謫
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
恵
州
は
、
同
郷
の
先
輩
文
人

に
あ
た
る
蘇
軾
が
貶
謫
さ
れ
た
地
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
徽
宗
の
政

和
七
年
（
一
一
一
七
）
に
承
議
郎
と
し
て
中
央
に
復
帰
す
る
も
の
の
、

自
ら
宮
祠
（
提
挙
上
清
太
平
宮
）
を
願
い
出
て
、
徽
宗
の
宣
和
三
年
（
一

一
二
一
）
に
故
郷
の
蜀
（
四
川
省
）
に
帰
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
赴
任
の
途
中
、
鳳
翔
（
陝
西
省
）
に
差
し
掛
か
っ
た
折
り
に

亡
く
な
っ
た
。
享
年
五
十
一
歳
で
あ
っ
た
。『
宋
史
』
巻
四
四
三
に
伝
が

あ
り
、
詩
は
『
全
宋
詩
』
巻
一
三
二
〇
か
ら
巻
一
三
二
六
（
第
二
十
三

冊
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

強
幼
安
が
『
唐
子
西
文
録
』
を
書
き
記
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
序

文
に
相
当
す
る
彼
の
「
唐
子
西
文
録
記
」
に
詳
し
い
。
そ
こ
で
以
下
、

ま
ず
そ
の
訳
注
を
掲
げ
る
こ
と
で
、
解
題
に
代
え
る
こ
と
と
す
る
。
そ

し
て
さ
ら
に
そ
れ
に
続
け
て
、
本
稿
で
は
『
唐
子
西
文
録
』
全
三
十
五

条
の
う
ち
の
第
十
六
条
ま
で
の
訳
注
を
掲
げ
る
。
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〔
凡
例
〕

◇

テ
キ
ス
ト
は
、
清
・
何
文
煥
輯
『
歴
代
詩
話
』（
中
華
書
局
、
一

九
八
一
年
四
月
第
一
版
）
を
底
本
と
し
た
。

◇

底
本
で
校
異
が
示
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
原
文
に

〔
校
〕
と
付
し
て
そ
の
箇
所
を
示
し
、
【
校
異
】
の
項
目
を
設
け
て

訳
出
し
た
。

◇

【
訓
読
】
の
項
目
の
書
き
下
し
文
に
つ
い
て
は
、
漢
字
の
読
み

（
ル
ビ
）
は
現
代
仮
名
遣
い
を
、
送
り
仮
名
は
旧
仮
名
遣
い
を
用

い
た
。

宣
和
元
年
、
行
父
自
錢
塘
罷
官
如
京
師
。
眉
山
唐
先
生
同
寓
于
城
東

景
德
僧
舎
。
與
同
郡
關
注
子
東
日
從
之
遊
、
實
聞
所
未
聞
。
退
而
記
其

論
文
之
語
、
得
數
紙
以
歸
。
自
己
亥
九
月
十
三
日
盡
明
年
正
月
六
日
而

別
。
先
生
北
歸
還
朝
、
得
請
宮
祠
歸
濾
南
、
道
卒
於
鳳
翔
。
年
五
十
一
。

自
己
亥
距
今
紹
興
八
年
戊
午
、
二
十
年
矣
。
舊
所
記
、
更
兵
火
無
復

存
者
。
子
東
書
來
、
屬
余
追
録
、
且
欲
得
僕
自
書
、
云
「
將
置
之
隅
坐
、

如
見
師
友
」
。
衰
病
廢
忘
、
十
不
省
五
六
、
乃
爲
書
所
記
、
得
三
十
五
條
。

先
生
嘗
次
韻
行
父
「
冬
日
旅
舎
」
詩
、

殘
歲
無
多
日
、
此
身
猶
旅
人
。

客
情
安
枕
少
、
天
色
舉
盃
頻
。

桂
玉
黄
金
盡
、
風
塵
白
髪
新
。

異
郷
梅
信
遠
、
誰
寄
一
枝
春
。

又
次
「
留
別
」
韻
云
、

白
頭
重
踏
軟
紅
塵
、
獨
立
鴛
行
覺
異
倫
。

往
事
已
空
誰
敍
舊
、
好
詩
乍
見
且
嘗
新
。

細
思
寂
寂
門
羅
雀
、
猶
勝
纍
纍
冢
臥
麟
。

力
請
宮
祠
知
意
否
、
漸
謀
歸
老
錦
江
濱
。

蓋
絶
筆
于
是
矣
。
集
者
逸
之
、
故
並
記
云
。
三
月
癸
巳
、
餘
杭
强
行

父
幼
安
記
。

【
訓
読
】

宣
和
元
年
、
行
父

錢
塘
よ
り
官
を
罷
め
て
京
師
に
如
く
。
眉
山
の

ゆ

唐
先
生

同
に
城
東
の
景
德
僧
舎
に
寓
す
。
同
郡
の
關
注
子
東
と
日
々

之
れ
に
從
ひ
て
遊
び
、
實
に
未
だ
聞
か
ざ
る
所
を
聞
く
。
退
き
て
其
の

文
を
論
ず
る
の
語
を
記
し
、
數
紙
を
得
て
以
っ
て
歸
る
。
己
亥
九
月
十

三
日
よ
り
明
年
正
月
六
日
を
盡
く
し
て
別
る
。
先
生

北
の
か
た
歸
り

て
朝
に
還
る
や
、
宮
祠
を
請
ひ
て
濾
南
に
歸
る
を
得
た
る
も
、
道
す
が

ら
鳳
翔
に
卒
す
。
年
五
十
一
。
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己
亥
よ
り
今
紹
興
八
年
戊
午
を
距
つ
る
こ
と
、
二
十
年
な
り
。
舊
と

記
す
所
、
兵
火
を
更
て
復
た
存
す
る
者
無
し
。
子
東
の
書
來
た
り
、
余

へ

に
屬
し
て
追
録
せ
し
め
、
且
つ
僕
の
自
ら
書
す
る
を
得
ん
と
欲
し
、
「
將

に
之
れ
を
隅
坐
に
置
き
て
、
師
友
を
見
る
が
如
く
せ
ん
と
す
」
と
云
ふ
。

衰
病
廢
忘
し
、
十
に
五
六
も

省

に
せ
ず
、
乃
ち
爲
に
記
す
所
を
書
し
、

つ
ま
び
ら
か

三
十
五
條
を
得
た
り
。

先
生

嘗
て
行
父
の
「
冬
日
の
旅
舎
」
詩
に
次
韻
し
て
い
ふ
。

殘
歲

日
多
き
こ
と
無
き
も

此
の
身
は
猶
ほ
旅
人
な
り

客
情

枕
に
安
ん
ず
る
こ
と
少
な
く

天
色

盃
を
舉
ぐ
る
こ
と
頻
り
な
り

桂
玉

黄
金

盡
き

風
塵

白
髪

新
た
な
り

異
郷

梅
信

遠
し

誰
か
寄
せ
ん

一
枝
の
春
を

又
た
「
留
別
」
の
韻
に
次
し
て
云
ふ
。

白
頭

重
ね
て
踏
め
ば

紅
塵

軟
ら
か
な
り

獨
り
鴛
行
に
立
て
ば

異
倫
を
覺
ゆ

往
事

已
に
空
し
け
れ
ば

誰
か
舊
を
敍
べ
ん
や

好
詩

乍
ち
見
れ
ば

且
ら
く
新
を

嘗

み
る

こ
こ
ろ

細
や
か
に
思
ふ

寂
寂
た
る
門
に
羅
な
る
雀
の

猶
ほ
纍
纍
た
る
冢
に
臥
す
麟
に
勝
る
を

力
め
て
宮
祠
を
請
ふ

意
を
知
る
や
否
や

漸
く
歸
老
を
謀
る

錦
江
の
濱

蓋
し
筆
を
是
こ
に
絶
つ
な
ら
ん
。
集
む
る
者

之
れ
を
逸
す
れ
ば
、

故
に
云
に
並
記
す
。
三
月
癸
巳
、
餘
杭
の
强
行
父
幼
安

記
す
。

こ
こ

【
語
釈
】

※
景
德
僧
舎

北
宋
の
都
・
開
封
の
城
東
に
あ
っ
た
僧
侶
の
居
所
。
一
般
に
宿

：

泊
施
設
と
し
て
も
開
放
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
事
實
類
苑
』
巻
四

十
三
「
聱
隅
子
」
に
は
、
北
宋
・
仁
宗
の
慶
暦
年
間
（
一
〇
四
一
～
一

〇
四
八
）
、
開
封
に
遊
学
し
て
い
た
建
安
（
福
建
省
）
出
身
の
黄
晞
（
自

ら
聱
隅
子
と
号
す
）
が
景
徳
僧
舎
で
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
記
す
。

※
關
注
子
東

関
注
、
字
は
子
東
の
こ
と
。
銭
塘
（
浙
江
省
）
の
人
。
南
宋
・

：

高
宗
の
紹
興
五
年
（
一
一
三
五
）
の
進
士
。
詩
は
『
全
宋
詩
』
巻
一
八

三
五
（
第
三
十
二
冊
）
に
四
首
を
収
め
る
。

※
己
亥

北
宋
・
徽
宗
の
宣
和
元
年
（
一
一
一
九
）
を
干
支
で
表
し
た
も
の
。

：

※
宮
祠

官
名
。
も
と
は
道
教
を
崇
奉
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
。
実
職
は
な

：
く
、
主
に
隠
居
を
願
う
者
に
授
け
ら
れ
た
。
唐
庚
が
自
ら
提
挙
上
清
太
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平
宮
を
願
い
出
た
こ
と
を
言
う
。

※
一
枝
春

「
贈
范
曄
（
范
曄
に
贈
る
）
」
と
い
う
題
で
陸
凱
の
作
と
し
て
伝

：

わ
る
詩
に
、
―
―
折
梅
逢
驛
使
、
寄
與
隴
頭
人
、
江
南
無
所
有
、
聊
贈

一
枝
春
〔
梅
を
折
り
て
驛
使
に
逢
ひ
、
隴
頭
の
人
に
寄
せ
與
ふ
、
江
南

有
る
所
無
し
、
聊
か
贈
る

一
枝
の
春
〕
―
―
と
歌
う
の
を
踏
ま
え

る
。
北
方
の
都
に
い
る
私
に
は
、
南
方
の
故
郷
の
蜀
の
地
か
ら
梅
の
一

枝
を
届
け
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
こ
と
を
言
う
。

※
紅
塵

都
大
路
を
舞
う
塵
。

：

※
鴛
行

中
央
の
高
官
た
ち
が
居
並
ぶ
こ
と
。

：

※
「
細
思
」
の
二
句

「
寂
寂
門
羅
雀
」
は
、
寂
し
げ
な
家
の
門
に
並
ぶ
雀
た

：

ち
。
故
郷
に
隠
居
し
た
時
の
質
素
で
あ
っ
て
も
自
由
な
状
況
を
比
喩
す

る
で
あ
ろ
う
。
「
纍
纍
冢
臥
麟
」
は
、
重
な
り
合
う
よ
う
に
連
な
る
墓
の

前
に
置
か
れ
た
麒
麟
の
石
像
。
厳
か
さ
の
一
方
で
束
縛
さ
れ
る
朝
廷
で

の
出
仕
の
状
況
を
比
喩
す
る
で
あ
ろ
う
。

※
「
漸
謀
」
の
句

「
歸
老
」
は
、
生
涯
を
終
え
る
こ
と
。
「
錦
江
」
は
、
蜀

：

（
四
川
省
）
を
流
れ
る
岷
江
の
支
流
。
そ
の
名
は
、
か
つ
て
の
蜀
が
錦

の
産
地
と
し
て
名
高
く
、
人
々
が
こ
の
川
で
錦
を
洗
っ
た
こ
と
に
由
来

す
る
。

【
通
釈
】

北
宋
・
徽
宗
の
宣
和
元
年
（
一
一
一
九
）、
わ
た
く
し
行
父
（
強
幼
安

の
字
）
は
、
銭
塘
（
浙
江
省
杭
州
市
）
か
ら
官
を
や
め
て
都
・
開
封
に

行
っ
た
。
城
東
に
あ
る
景
徳
僧
舎
に
眉
山
出
身
の
唐
先
生
（
唐
庚
、
字

は
子
西
）
が
と
も
に
宿
泊
し
て
い
た
。
そ
こ
で
同
郡
の
関
子
東
（
名
は

注
、
子
東
は
そ
の
字
、
銭
塘
の
人
）
と
毎
日
先
生
の
も
と
を
訪
れ
交
流

を
結
び
、
実
に
今
ま
で
耳
に
し
た
こ
と
の
な
い
貴
重
な
話
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
い
た
。
退
散
し
て
先
生
が
詩
文
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
た
言
葉
を

記
録
し
、
数
枚
に
及
ぶ
言
葉
を
得
て
故
郷
に
帰
っ
た
。
唐
先
生
と
の
お

つ
き
あ
い
は
、
己
亥
の
年
す
な
わ
ち
宣
和
元
年
（
一
一
一
九
）
九
月
十

三
日
か
ら
翌
年
の
正
月
六
日
に
ま
で
及
ん
で
、
お
別
れ
し
た
の
だ
。
（
恵

州
に
貶
謫
さ
れ
て
い
た
）
唐
先
生
は
北
に
帰
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
（
承
議

郎
と
し
て
）
朝
廷
に
戻
る
と
、
提
挙
上
清
太
平
宮
と
い
う
閑
職
を
願
い

出
て
、
（
出
身
地
に
近
い
）
濾
州
の
南
部
へ
の
赴
任
を
許
さ
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
途
中
、
鳳
翔
に
立
ち
寄
っ
た
と
こ
ろ
で
亡
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
享
年
五
十
一
歳
で
あ
っ
た
。

己
亥
の
年
す
な
わ
ち
宣
和
元
年
（
一
一
一
九
）
か
ら
、
今
年
す
な
わ

ち
南
宋
・
高
宗
の
紹
興
八
年
戊
午
（
一
一
三
八
）
ま
で
は
、
二
十
年
の

隔
た
り
が
あ
る
。
当
時
の
記
録
な
ど
は
、
靖
康
の
変
の
戦
火
を
経
て
ま

っ
た
く
存
在
し
て
い
な
い
。
そ
ん
な
折
り
、
関
子
東
か
ら
手
紙
が
届
き
、
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唐
先
生
の
生
前
の
功
績
を
私
に
書
く
よ
う
依
頼
し
、
そ
の
う
え
私
が
自

ら
書
き
記
し
た
唐
先
生
の
言
葉
が
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
、
「
そ
れ
を
席
座

の
そ
ば
に
置
い
て
、
常
に
師
友
に
会
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
し
た
い
の

だ
」
と
言
っ
て
き
た
。
衰
え
と
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
、
十
の
う
ち
五
な
い

し
六
は
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
し
か
た
な
く
関
子
東
の

た
め
に
覚
え
て
い
る
こ
と
を
書
き
記
し
た
と
こ
ろ
、
三
十
五
条
と
な
っ

た
。唐

先
生
は
か
つ
て
わ
た
く
し
行
父
の
「
冬
日
の
旅
舎
」
詩
に
次
韻
し

て
、
次
の
よ
う
に
歌
っ
た
。

年
も
暮
れ
ゆ
き
、
残
す
日
も
わ
ず
か
と
な
っ
た
が
、
こ
の
身
は

な
お
も
旅
人
の
ま
ま
だ
。

旅
人
の
心
情
は
常
に
不
安
で
、
枕
に
頭
を
落
ち
着
か
せ
て
眠
る

こ
と
も
少
な
い
。
冬
の
寂
し
げ
な
空
を
見
て
は
、
憂
い
を
忘
れ
よ

う
と
し
き
り
に
杯
を
手
に
し
て
酒
を
飲
む
。

桂
の
木
が
生
え
る
と
い
う
月
は
欠
け
、
黄
金
の
輝
き
は
ま
さ
に

消
え
つ
つ
あ
り
、
北
風
に
舞
う
塵
の
中
、
私
の
白
髪
は
新
た
に
そ

の
数
を
増
や
す
の
だ
。

異
郷
に
あ
れ
ば
、
梅
の
便
り
も
疎
遠
で
あ
る
。
こ
の
私
に
い
っ

た
い
誰
が
一
枝
の
春
の
心
遣
い
を
寄
せ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
さ
ら
に
わ
た
し
の
「
留
別
」
詩
に
次
韻
し
て
、
次
の
よ
う
に

歌
っ
た
。白

髪
の
身
で
再
び
や
わ
ら
か
な
都
大
路
の
塵
を
踏
む
こ
と
が
出

来
た
。
居
並
ぶ
高
官
の
中
に
立
っ
て
み
る
と
、
た
だ
独
り
場
違
い

な
と
こ
ろ
に
い
る
感
じ
が
し
た
。

か
つ
て
都
に
い
た
時
の
こ
と
は
す
で
に
空
し
く
、
当
時
の
こ
と

を
述
べ
る
者
も
い
な
い
。
す
ば
ら
し
い
あ
な
た
の
詩
を
目
に
し
て
、

私
も
ひ
と
ま
ず
新
し
い
詩
を
作
っ
て
み
た
。

仔
細
に
思
い
め
ぐ
ら
す
こ
と
は
、
寂
し
げ
な
家
の
門
に
並
ぶ
雀

た
ち
の
方
が
、
重
な
り
合
う
よ
う
に
連
な
る
墓
の
前
に
倒
れ
伏
す

麒
麟
の
石
像
よ
り
も
、
ま
だ
ま
し
だ
と
い
う
こ
と
。

自
ら
宮
祠
と
い
う
閑
職
を
希
望
し
た
私
の
気
持
ち
を
お
分
か
り

で
あ
ろ
う
か
。
錦
江
の
ほ
と
り
で
生
涯
を
終
え
る
支
度
を
徐
々
に

し
て
い
る
の
だ
。

思
う
に
こ
の
詩
を
作
り
終
え
て
筆
を
絶
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
唐
先
生
の
詩
を
集
め
た
者
は
、
こ
れ
ら
の
詩
を
漏
ら
し
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
こ
こ
に
そ
れ
ら
を
並
記
し
た
。
三
月
癸
巳
、
餘
杭
（
浙
江
省
）

の
強
行
父
幼
安
が
記
す
。
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一

古
樂
府
命
題
皆
有
主
意
。
後
之
人
用
樂
府
爲
題
者
、
直
當
代
其
人
而

措
詞
。
如
「
公
無
渡
河
」
、
須
作
妻
止
其
夫
之
詞
、
太
白
輩
或
失
之
。
惟

退
之
「
琴
操
」
得
體
。

【
訓
読
】

古
樂
府
の
題
を
命
づ
く
る
は
皆
な
主
意
有
り
。
後
の
人

樂
府
を
用

な

ひ
て
題
と
爲
す
者
、
直
だ
當
に
其
の
人
に
代
わ
り
て
詞
を
措
く
べ
き
の

お

み
。
「
公
無
渡
河
（
公
よ
河
を
渡
る
こ
と
無
か
れ
）
」
の
如
き
は
、
須
ら

く
妻
の
其
の
夫
を
止
む
る
の
詞
を
作
す
べ
き
も
、
太
白
の
輩

或
い
は

と
ど

之
れ
を
失
へ
り
。
惟
だ
退
之
の
「
琴
操
」
の
み
體
を
得
た
り
。

【
語
釈
】

※
古
樂
府
‥
「
樂
府
」
は
、
も
と
は
前
漢
・
武
帝
が
設
置
し
た
主
に
俗
楽
を
つ

か
さ
ど
る
役
所
の
名
。
詩
歌
に
は
民
意
が
反
映
さ
れ
る
と
し
、
そ
れ
を

見
れ
ば
政
治
の
得
失
が
分
か
る
と
い
う
名
目
の
も
と
、
各
地
か
ら
民
間

歌
謡
を
集
め
さ
せ
た
と
言
う
。
後
に
漢
魏
晋
南
北
朝
期
の
歴
代
の
王
朝

が
採
集
し
た
民
間
歌
謡
、
さ
ら
に
は
そ
れ
を
本
歌
と
し
て
後
世
の
詩
人

が
作
っ
た
擬
作
品
を
楽
府
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
詩
歌
の
一
ジ
ャ
ン
ル

の
名
称
と
な
っ
た
。
「
古
楽
府
」
と
は
、
そ
の
う
ち
の
本
歌
に
あ
た
る
民

間
歌
謡
を
指
し
て
言
う
。

※
命
題
皆
有
主
意
‥
「
命
題
」
は
、
題
を
付
け
る
こ
と
。
「
主
意
」
は
、
主
と

な
る
内
容
。
こ
こ
で
は
、
孤
児
の
嘆
き
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
孤
児
行
」
、

我
が
子
の
行
く
末
を
案
じ
る
病
気
の
婦
人
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
婦
病
行
」
、

酒
宴
を
テ
ー
マ
と
し
た
「
将
進
酒
」
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
テ
ー
マ
と
し
た

「
戦
城
南
」
な
ど
、
古
楽
府
に
は
題
を
見
れ
ば
、
主
要
内
容
が
わ
か
る

も
の
が
多
い
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

※
代
其
人
而
措
詞
‥
「
其
人
」
と
は
、
本
歌
の
作
者
あ
る
い
は
本
歌
で
歌
わ
れ

る
主
人
公
・
当
事
者
を
指
す
。
「
措
詞
」
は
、
詩
文
を
作
る
と
き
に
言
葉

を
選
択
し
用
い
る
こ
と
。
古
楽
府
に
擬
し
て
詩
を
作
る
に
あ
た
っ
て
は
、

本
歌
の
作
者
・
主
人
公
な
ど
に
な
り
代
わ
っ
て
、
そ
の
視
点
か
ら
言
葉

を
選
び
描
く
べ
き
だ
、
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

※
「
公
無
渡
河
」
‥
楽
府
題
の
一
つ
。
「
箜
篌
引
」
と
も
言
う
。
歌
辞
は
『
楽

府
詩
集
』
巻
二
十
六
「
相
和
歌
辭
」
に
、
以
下
の
四
句
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
―
―
公
無
渡
河
、
公
竟
渡
河
、
堕
河
而
死
、
當
奈
公
何
〔
公
よ

河
を
渡
る
無
か
れ
、
公
は
竟
に
河
を
渡
る
。
河
に
堕
ち
て
死
す
、
當
に

公
を
奈
何
す
べ
け
ん
や
〕
―
―
。
朝
鮮
の
渡
守
で
あ
っ
た
霍
里
子
高
が

早
朝
に
船
を
漕
い
で
い
た
と
こ
ろ
、
白
髪
の
狂
人
が
髪
を
振
り
乱
し
壺
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を
携
え
た
ま
ま
河
を
渡
ろ
う
と
し
た
。
妻
の
制
止
も
及
ば
ず
、
夫
は
河

に
落
ち
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
妻
は
箜
篌
（
ハ
ー
プ
の
一
種
）
を
弾
き

な
が
ら
、
こ
の
歌
を
歌
い
、
曲
が
終
わ
る
と
、
夫
の
後
を
追
い
河
に
身

を
投
げ
た
と
言
う
（
東
晋
・
崔
豹
『
古
今
註
』
巻
中
「
音
楽
」
）。

※
太
白
‥
盛
唐
の
李
白
の
こ
と
。
太
白
は
そ
の
字
。
奔
放
飄
逸
な
詩
風
で
知
ら

れ
、
杜
甫
と
と
も
に
李
杜
と
並
称
さ
れ
る
。

※
失
之
‥
李
白
の
「
公
無
渡
河
」
に
対
す
る
評
価
。
李
白
の
「
公
無
渡
河
」
は
、

前
半
部
分
で
黄
河
の
洪
水
を
治
め
た
禹
の
功
績
を
称
え
た
後
で
、
後
半

部
分
で
本
歌
を
踏
ま
え
て
、
―
―
披
髪
之
叟
狂
而
癡
、
清
晨
臨
流
欲
奚

爲
、
旁
人
不
惜
妻
止
之
、
公
無
渡
河
苦
渡
之
、
虎
可
搏
、
河
難
馮
、
公

果
溺
死
流
海
湄
〔
披
髪
の
叟
は
狂
に
し
て
癡
な
り
、
清
晨
に
流
れ
に
臨

み
て
奚
を
か
爲
さ
ん
と
欲
す
、
旁
人
は
惜
し
ま
ざ
る
も

妻
は
之
れ
を

止
め
ん
と
す
、
公
よ
河
を
渡
る
無
か
れ
と
い
ふ
も

苦
し
み
て
之
れ
を

渡
る
。
虎
は
搏
つ
べ
き
も
、
河
は
馮
し
難
し
、
公

果
た
し
て
溺
死
し

て
海
湄
に
流
る
〕
―
―
と
歌
う
。「
失
之
」
と
は
、
李
白
の
作
が
明
ら
か

に
、
夫
を
制
止
す
る
妻
の
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
傍
観
者
の
視
点
か
ら

客
観
的
に
そ
の
場
面
を
描
い
て
い
る
点
、
本
歌
の
作
者
・
主
人
公
な
ど

に
な
り
代
わ
り
、
そ
の
視
点
か
ら
歌
う
と
い
っ
た
擬
古
楽
府
の
本
来
の

あ
り
方
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
こ
と
を
、
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

※
退
之
‥
中
唐
の
韓
愈
の
こ
と
。
退
之
は
そ
の
字
。
柳
宗
元
と
と
も
に
古
文
復

興
を
提
唱
し
、
唐
宋
八
大
家
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。

※
「
琴
操
」
‥
韓
愈
の
「
琴
操
十
首
」
の
こ
と
。
後
漢
・
蔡
邕
の
『
琴
操
』
に
、

先
秦
時
代
の
琴
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
歌
わ
れ
た
曲
の
歌
辞
が
収
め
ら
れ

て
お
り
、
韓
愈
の
「
琴
操
十
首
」
は
、
そ
の
中
の
「
將
歸
操
」「
猗
蘭
操
」

「
龜
山
操
」「
越
裳
操
」「
拘
幽
操
」「
岐
山
操
」「
履
霜
操
」「
雉
朝
飛
操
」

「
別
鶴
操
」
「
殘
形
操
」
を
本
歌
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
。
「
操
」
は
、

弾
く
の
意
。
琴
の
音
色
に
合
わ
せ
て
歌
う
こ
と
。

※
得
體
‥
本
来
の
あ
り
方
を
得
て
い
る
こ
と
。
韓
愈
の
「
琴
操
」
に
対
す
る
評

価
。
十
首
の
う
ち
、
と
り
わ
け
「
公
無
渡
河
」
と
同
様
、
「
渡
河
」
の
場

面
を
う
た
っ
た
「
將
歸
操
」
を
念
頭
に
お
い
て
い
よ
う
。
「
將
歸
操
」
は

春
秋
時
代
・
孔
子
の
作
と
さ
れ
る
。
後
漢
・
蔡
邕
の
『
琴
操
』
巻
上
に

よ
れ
ば
、
趙
か
ら
の
招
聘
に
応
じ
た
孔
子
が
狄
水
を
渡
ろ
う
と
し
た
折

り
に
、
趙
が
賢
臣
の
竇
鳴
犢
を
殺
し
た
こ
と
を
聞
き
、
趙
へ
の
赴
任
を

急
遽
と
り
や
め
、
琴
の
音
色
に
合
わ
せ
て
歌
っ
た
も
の
だ
と
言
う
。
ま

た
、
北
魏
・
酈
道
元
の
『
水
経
注
』
巻
五
「
河
水
五
」
に
は
、
そ
の
時

の
孔
子
の
歌
と
し
て
、
―
―
狄
水
衍
兮
風
揚
波
、
船
楫
顛
倒
更
相
加
〔
狄

水
は
衍
れ

風
は
波
を
揚
ぐ
、
船
楫

顛
倒
し
て

更
に
相
ひ
加
ふ
〕

あ
ふ

―
―
の
二
句
を
載
せ
る
。
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一
方
、
韓
愈
の
「
將
歸
操
」
は
、
こ
の
孔
子
の
歌
を
踏
ま
え
て
以
下

の
よ
う
に
歌
う
。
―
―
狄
之
水
兮
、
其
色
幽
幽
、
我
將
濟
兮
、
不
得
其

由
、
渉
其
淺
兮
、
石
齧
我
足
、
乘
其
深
兮
、
龍
入
我
舟
、
我
濟
而
悔
兮
、

將
安
歸
尤
、
歸
兮
歸
兮
、
無
與
石
鬭
兮
、
無
應
龍
求
〔
狄
の
水
よ
、
其

の
色

幽
幽
た
り
、
我
れ
將
に
濟
ら
ん
と
す
る
も
、
其
の
由
し
を
得
ず
、

其
の
淺
き
を
渉
ら
ん
と
す
れ
ば
、
石

我
が
足
を
齧
み
、
其
の
深
き
に

乘
ら
ん
と
す
れ
ば
、
龍

我
が
舟
に
入
る
、
我
れ
濟
り
て
悔
ゆ
る
も
、
將は

た
安
く
に
か
尤
を
歸
せ
ん
や
、
歸
ら
ん
か
な
歸
ら
ん
か
な
、
石
と
鬭
ふ

と
が

無
か
れ
、
龍
の
求
め
に
應
ず
る
無
か
れ
〕
―
―
と
。

韓
愈
の
作
は
、
李
白
の
作
と
は
異
な
り
、
本
歌
の
作
者
・
当
事
者
で

あ
る
孔
子
に
成
り
代
わ
っ
て
、
当
事
者
の
視
点
に
立
っ
て
、
そ
の
心
情

を
代
弁
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
「
得
體
」
と
は
、
お
そ
ら
く
韓
愈

の
作
の
こ
の
よ
う
な
点
が
擬
古
楽
府
の
本
来
の
あ
り
よ
う
に
合
致
し
て

い
る
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

【
通
釈
】

古
楽
府
の
題
は
、
い
ず
れ
も
主
要
内
容
が
分
か
る
よ
う
に
付
け
ら
れ

て
い
る
。
後
世
の
詩
人
で
楽
府
の
題
を
用
い
て
詩
を
作
る
者
は
、
当
然

そ
の
本
歌
の
作
者
・
当
事
者
に
な
り
代
わ
っ
て
言
葉
を
選
び
用
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、「
公
無
渡
河
（
公
よ
河
を
渡
る
こ
と
無
か
れ
）
」

な
ど
は
、
河
を
渡
ろ
う
と
す
る
夫
を
制
止
す
る
妻
の
言
葉
を
必
ず
用
い

て
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
李
白
の
「
公
無
渡
河
（
公
よ
河
を
渡

る
こ
と
無
か
れ
）
」
な
ど
は
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
背
い
て
い
よ
う
か
。
た

だ
韓
愈
の
「
琴
操
」
の
み
、
そ
の
本
質
を
掴
ん
で
い
る
。

【
備
考
】

唐
庚
み
ず
か
ら
も
「
公
無
渡
河
」
を
作
っ
て
お
り
、
以
下
の
よ
う
に
歌
う
。

公
無
渡
河

公
よ
河
を
渡
る
こ
と
無
か
れ

公
無
渡
河

公
よ
河
を
渡
る
こ
と
無
か
れ

君
不
見

君

見
ず
や

呉
兒
秋
悲
小
海
唱

呉
兒
の
秋
に
小
海
の
唱
を
悲
し
み

湘
女
夜
怨
招
魂
歌

湘
女
の
夜
に
招
魂
の
歌
を
怨
む
を

抱
石
沉
清
流

石
を
抱
き
て
清
流
に
沉
み

弄
酒
奔
素
娥

酒
に
弄
せ
ら
れ
て
素
娥
に
奔
る

忠
血
醉
蛟
蜃

忠
な
る
血
は
蛟
蜃
を
醉
は
し
め

義
肉
飽
黿
鼉

義
な
る
肉
は
黿
鼉
を
飽
か
し
む

暗
中
水
弩
貫
七
札

暗
中

水
弩

七
札
を
貫
き

魚
龍
百
怪
垂
涎
澤

魚
龍

百
怪

涎
を
澤
に
垂
れ

吻
牙
相
磨

吻
牙

相
ひ
磨
す

公
無
渡
河

公
よ
河
を
渡
る
こ
と
無
か
れ
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公
無
渡
河

公
よ
河
を
渡
る
こ
と
無
か
れ

平
地
猶
恐
生
風
波

平
地

猶
ほ
恐
る

風
波
を
生
ず
る
を

「
小
海
唱
」
は
、
呉
王
夫
差
に
そ
の
屍
を
長
江
に
流
さ
れ
た
伍
子
胥
を
悼
ん
だ

歌
。
「
招
魂
歌
」
は
、
楚
の
王
に
疎
外
さ
れ
、
汨
羅
に
身
を
投
げ
た
屈
原
の
魂
を

招
く
歌
。「
抱
石
」
の
句
は
、
『
韓
詩
外
伝
』
巻
一
な
ど
に
見
え
る
申
徒
狄
の
故
事

を
、
「
弄
酒
」
の
句
は
、
酒
に
よ
っ
て
水
面
に
映
っ
た
月
を
救
お
う
と
し
て
溺
死

し
た
李
白
の
故
事
を
、
お
そ
ら
く
は
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
「
水
弩
」
は
、
口
に
含

ん
だ
砂
を
吹
き
付
け
、
河
を
渡
ろ
う
と
す
る
人
を
射
る
と
い
う
水
中
生
物
。
そ
の

勢
い
は
七
層
の
鎧
を
も
貫
く
と
言
う
。
詩
は
、
水
中
に
没
し
た
歴
史
上
の
人
物
の

例
を
挙
げ
た
う
え
で
、
―
―
伍
子
胥
や
屈
原
の
よ
う
な
忠
義
の
人
で
さ
え
も
、
ひ

と
た
び
河
に
沈
ん
で
し
ま
え
ば
、
そ
の
血
や
肉
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
蛟
や
蜃
（
龍

の
一
種
）
、
黿
（
大
き
な
ス
ッ
ポ
ン
）
や
鼉
（
ワ
ニ
）
の
腹
を
満
た
す
た
め
の
餌

食
と
な
っ
て
し
ま
う
。
水
中
に
は
こ
の
よ
う
に
水
弩
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
恐

ろ
し
い
生
き
物
が
水
辺
で
涎
を
垂
ら
し
て
待
ち
か
ま
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
決
し

て
河
を
渡
っ
て
は
い
け
な
い
。
た
と
え
平
地
に
い
た
と
し
て
も
、
風
が
吹
き
波
が

起
こ
っ
て
水
中
に
落
ち
や
し
な
い
か
と
心
配
だ
。
―
―
と
歌
う
。
唐
庚
の
作
は
、

そ
の
発
言
の
通
り
、
河
を
渡
ろ
う
と
す
る
夫
を
制
止
す
る
妻
の
視
点
か
ら
歌
わ
れ

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
中
国
文
学
専
攻

学
部
四
年

吉
田
奈
央
）

二

六
經
已
後
、
便
有
司
馬
遷
、
三
百
五
篇
之
後
、
便
有
杜
子
美
。
六
經

不
可
學
、
亦
不
須
學
。
故
作
文
當
學
司
馬
遷
、
作
詩
當
學
杜
子
美
。
二

書
亦
須
常
讀
、
所
謂
「
何
可
一
日
無
此
君
」
也
。

【
訓
読
】

六
經
よ
り
已
後
に
は
、
便
ち
司
馬
遷
有
り
、
三
百
五
篇
の
後
に
は
、

便
ち
杜
子
美
有
り
。
六
經
は
學
ぶ
べ
か
ら
ず
し
て
、
亦
た
學
ぶ
を
須
ひ

も
ち

ず
。
故
に
文
を
作
る
に
は
當
に
司
馬
遷
に
學
ぶ
べ
く
、
詩
を
作
る
に
は

當
に
杜
子
美
に
學
ぶ
べ
し
。
二
書
は
亦
た
須
ら
く
常
に
讀
む
べ
き
も
の

に
し
て
、
所
謂
「
何
ぞ
一
日
も
此
の
君
無
か
る
べ
け
ん
や
」
な
る
も
の

な
り
。

【
語
釈
】

※
六
経
‥
儒
教
の
経
典
と
さ
れ
て
い
る
六
つ
の
書
物
。
『
楽
経
』
『
易
経
』
『
詩

経
』
『
書
経
』
『
春
秋
』
『
礼
記
』
を
言
う
。
た
だ
し
、
『
楽
経
』
は
散
佚

し
て
伝
わ
ら
な
い
。

※
司
馬
遷
‥
字
は
子
長
。
前
漢
の
歴
史
家
。
武
帝
の
時
に
父
の
司
馬
談
の
あ
と
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を
継
い
で
太
史
令
と
な
っ
た
。
匈
奴
に
降
っ
た
李
陵
を
弁
護
し
て
宮
刑

に
処
さ
れ
、
発
憤
し
て
『
史
記
』
を
著
し
た
。

※
三
百
五
篇
‥
『
詩
経
』
の
こ
と
。
一
説
に
、
各
地
の
歌
謡
三
千
余
篇
の
中
か

ら
、
孔
子
が
三
百
十
一
篇
（
う
ち
六
篇
は
題
の
み
伝
わ
る
）
を
選
定
し

た
と
言
う
。

※
杜
子
美
‥
盛
唐
の
杜
甫
の
こ
と
。
子
美
は
そ
の
字
。
現
実
社
会
の
矛
盾
を
直

視
し
た
沈
鬱
雄
渾
な
詩
風
で
知
ら
れ
、
李
白
と
と
も
に
李
杜
と
並
称
さ

れ
る
。

※
六
經
不
可
學
‥
「
学
」
は
、
ま
ね
を
す
る
、
の
意
。
六
經
は
ま
ね
て
は
い
け

な
い
、
の
意
。
こ
こ
で
は
、
六
経
は
時
代
も
古
く
典
雅
す
ぎ
る
こ
と
か

ら
、
詩
文
を
作
る
際
の
手
本
と
し
て
は
相
応
し
く
な
い
こ
と
を
言
う
の

で
あ
ろ
う
。

※
「
何
可
一
日
無
此
君
」
‥
東
晋
の
王
徽
之
（
字
は
子
猷
）
が
竹
を
愛
好
し
て
、

竹
を
指
し
て
言
っ
た
言
葉
。
『
世
説
新
語
』
任
誕
篇
に
見
え
る
。
以
後
、

「
此
君
」
は
竹
の
異
名
と
な
る
。『
枕
草
子
』
の
「
五
月
ば
か
り
に
、
月

も
な
く
い
と
暗
き
夜
」
で
始
ま
る
段
に
も
典
故
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
で
の
「
此
君
」
は
、
司
馬
遷
の
『
史
記
』
と
杜
甫
の
詩
集
を

指
し
、
こ
れ
ら
の
書
が
一
日
た
り
と
も
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と

を
言
う
。

【
通
釈
】

六
経
の
後
に
は
司
馬
遷
が
お
り
、
『
詩
経
』
の
後
に
は
杜
甫
が
い
る
。

六
経
は
ま
ね
て
は
い
け
な
い
し
、
ま
た
ま
ね
る
必
要
も
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
、
文
を
作
る
に
は
当
然
の
こ
と
司
馬
遷
に
倣
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

詩
を
作
る
に
は
当
然
の
こ
と
杜
甫
に
倣
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
司
馬

遷
の
『
史
記
』
と
杜
甫
の
詩
集
は
、
常
に
読
む
必
要
の
あ
る
も
の
で
も

あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
ど
う
し
て
一
日
た
り
と
も
こ
の
君
な
し
で
い
ら
れ

よ
う
か
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
で
あ
る
。

（
中
国
文
学
専
攻

学
部
四
年

高
山
香
織
）

三

司
馬
遷
敢
亂
道
却
好
、
班
固
不
敢
亂
道
却
不
好
。
不
亂
道
又
好
是
『
左

傳
』
、
亂
道
又
不
好
是
『
唐
書
』
。
八
識
田
中
、
若
有
一
毫
『
唐
書
』
、

亦
爲
來
生
種
矣
。

【
訓
読
】

司
馬
遷
は
敢
て
道
を
亂
す
も
却
っ
て
好
く
、
班
固
は
敢
て
道
を
亂
さ

ざ
る
も
却
っ
て
好
か
ら
ず
。
道
を
亂
さ
ず
し
て
又
た
好
き
は
是
れ
『
左
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傳
』
に
し
て
、
道
を
亂
し
て
又
た
好
か
ら
ざ
る
は
是
れ
『
唐
書
』
な
り
。

八
識
の
田
中
に
、
若
し
一
毫
の
『
唐
書
』
有
ら
ば
、
亦
た
來
生
の
種
と

爲
ら
ん
。

【
語
釈
】

※
亂
道

『
漢
書
』
巻
六
十
二
「
司
馬
遷
伝
」
の
論
賛
に
、
司
馬
遷
の
『
史
記
』

：
に
対
す
る
後
漢
・
班
固
の
評
を
載
せ
て
、
―
―
又
其
是
非
、
頗
繆
於
聖

人
、
論
大
道
、
則
先
黄
老
而
後
六
經
〔
又
た
其
の
是
非
は
、
頗
る
聖
人

に
繆
り
、
大
道
を
論
ず
れ
ば
、
則
ち
黄
老
を
先
に
し
て
六
經
を
後
に
す
〕

―
―
と
言
う
。
「
亂
道
」
と
は
、
司
馬
遷
の
『
史
記
』
に
、
聖
人
の
道
・

六
経
の
教
え
を
踏
み
こ
え
た
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

※
班
固

字
は
孟
堅
。
後
漢
の
歴
史
家
。
章
帝
の
時
、
勅
命
に
よ
り
『
漢
書
』

：
を
著
し
た
。

※
『
左
傳
』

『
春
秋
左
氏
伝
』
の
略
称
。
孔
子
が
著
し
た
と
さ
れ
る
魯
国
の

：

歴
史
書
『
春
秋
』
に
関
す
る
注
釈
書
の
一
つ
。
『
公
羊
伝
』
『
穀
梁
伝
』

と
と
も
に
、
春
秋
三
伝
と
並
称
さ
れ
る
。『
公
羊
伝
』『
穀
梁
伝
』
が
『
春

秋
』
に
込
め
ら
れ
た
孔
子
の
毀
誉
褒
貶
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
重
点

を
置
く
の
に
対
し
て
、『
左
伝
』
は
史
実
の
伝
述
に
重
き
を
置
く
。

※
『
唐
書
』

『
唐
書
』
に
は
、
五
代
後
晋
・
劉
昫
ら
が
撰
し
た
『
旧
唐
書
』

：

と
北
宋
・
宋
祁
お
よ
び
欧
陽
脩
が
撰
し
た
『
新
唐
書
』
が
あ
る
が
、
こ

こ
で
は
『
新
唐
書
』
を
指
す
。
史
実
に
忠
実
な
著
述
よ
り
も
欧
陽
脩
自

身
の
史
観
の
論
述
の
方
に
重
点
が
置
か
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
な

ど
、
『
新
唐
書
』
に
対
し
て
は
批
判
も
多
い
。
ち
な
み
に
、
唐
庚
は
第
十

五
条
で
も
、
―
―
晩
學
遽
讀
『
新
唐
書
』
、
輒
能
壞
人
文
格
〔
晩
學

遽

か
に
『
新
唐
書
』
を
讀
め
ば
、
輒
ち
能
く
人
の
文
格
を
壞
す
〕
―
―
と
、

『
新
唐
書
』
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。

※
八
識
田
中
～
、
亦
爲
來
生
種
矣

仏
教
唯
識
派
の
思
想
で
、
眼
識
・
耳
識
・

：

鼻
識
・
舌
識
・
身
識
・
意
識
の
六
識
に
、
末
那
識
（
深
層
に
働
く
自
我

執
着
心
）
と
阿
頼
耶
識
（
自
己
の
心
や
肉
体
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
を

生
み
出
す
力
を
貯
え
る
場
）
を
合
わ
せ
て
八
識
と
い
う
。
「
八
識
田
」
と

は
、
第
八
番
目
の
阿
頼
耶
識
を
指
す
。
唯
識
派
で
は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
存
在
を
生
み
出
す
力
を
、
植
物
の
種
に
喩
え
て
「
種

子
」
と
呼
び
、

し
ゅ
う
じ

阿
頼
耶
識
は
そ
れ
ら
を
貯
え
る
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
田
」
に
喩
え
ら

れ
る
。
現
世
の
あ
ら
ゆ
る
体
験
の
一
つ
一
つ
が
「
種

子
」
と
し
て
「
八

し
ゅ
う
じ

識
田
（
阿
頼
耶
識
）
」
に
貯
え
ら
れ
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
「
種

子
」
が

し
ゅ
う
じ

来
世
に
お
い
て
芽
を
出
し
、
来
世
に
お
け
る
自
己
形
成
に
関
与
す
る
と

さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、『
新
唐
書
』
の
よ
う
な
出
来
の
悪
い
書
を
読
む
と
、

そ
の
体
験
が
「
種

子
」
と
し
て
「
八
識
田
（
阿
頼
耶
識
）
」
に
貯
え
ら

し
ゅ
う
じ

れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
が
来
世
に
お
い
て
芽
を
出
し
、
必
ず
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や
悪
影
響
を
及
ぼ
す
、
と
い
う
こ
と
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。

【
通
釈
】

司
馬
遷
は
思
い
切
っ
て
聖
人
の
道
・
六
経
の
教
え
を
踏
み
こ
え
て
『
史

記
』
を
著
し
た
が
、
そ
の
出
来
は
か
え
っ
て
す
ば
ら
し
く
、
班
固
は
『
漢

書
』
を
著
す
に
あ
た
り
、
聖
人
の
道
・
六
経
の
教
え
を
決
し
て
踏
み
こ

え
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
出
来
は
か
え
っ
て
よ
い
と
は
言
え

な
い
。
聖
人
の
道
・
六
経
の
教
え
を
踏
み
こ
え
る
こ
と
な
く
、
し
か
も

よ
い
出
来
と
言
え
る
の
は
『
左
伝
』
で
あ
り
、
聖
人
の
道
・
六
経
の
教

え
を
踏
み
こ
え
て
、
し
か
も
出
来
が
悪
い
の
は
『
新
唐
書
』
で
あ
る
。

八
識
田
（
阿
頼
耶
識
）
の
中
に
、
も
し
わ
ず
か
で
も
『
新
唐
書
』
を
読

む
と
い
う
体
験
を
貯
え
て
し
ま
っ
た
な
ら
ば
、
来
世
に
お
い
て
も
そ
の

「
種
子
」
が
芽
を
出
し
、
必
ず
や
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
で

し
ゅ
う
じ

あ
ろ
う
。

【
備
考
】

『
史
記
』
と
『
漢
書
』
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
唐
代
の
中
頃
ま
で
は
『
漢
書
』

の
評
価
が
高
か
っ
た
が
、
韓
愈
が
『
史
記
』
を
評
価
し
て
以
降
、
『
史
記
』
の
方

が
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
明
代
に
至
っ
て
双
方
が
公
正
に
評
価
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
（
大
木
康
『
『
史
記
』
と
『
漢
書
』
中
国
文
化
の
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
』
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
八
年
、
参
照
）
。

（
中
国
文
学
専
攻

学
部
四
年

川
路
梨
月
）

四

三
謝
詩
、
靈
運
爲
勝
。
當
就
『
文
選
』
中
寫
出
熟
讀
、
自
見
其
優
劣

〔
校
〕

也
。

【
校
異
】

校

「
文
」
の
字
は
、
學
海
類
編
に
依
っ
て
補
っ
た
。

：

【
訓
読
】

三
謝
の
詩
、
靈
運
も
て
勝
れ
り
と
爲
す
。
當
就
し
『
文
選
』
中
よ
り

も

寫
し
出
し
て
熟
讀
す
れ
ば
、
自
ず
と
其
の
優
劣
を
見
る
な
り
。

い
だ

【
語
釈
】

※
三
謝

謝
霊
運
・
謝
恵
連
・
謝
脁
の
三
人
を
指
す
。
謝
霊
運
は
、
陳
郡
陽
夏

：
（
河
南
省
）
の
人
。
叔
父
謝
琨
の
康
楽
公
の
爵
位
を
継
い
だ
た
め
、
謝

康
楽
と
も
称
さ
れ
る
。
東
晋
時
代
の
名
門
、
謝
氏
の
家
系
に
生
ま
れ
た

が
、
劉
裕
が
宋
王
朝
を
開
い
て
以
降
、
政
治
に
与
ら
せ
て
も
ら
え
ず
、

山
水
の
間
に
遊
び
詩
を
作
る
こ
と
で
、
そ
の
不
満
を
紛
ら
わ
そ
う
と
し
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た
。
そ
の
詩
は
、
山
水
自
然
の
写
実
的
な
描
写
に
優
れ
、
山
水
詩
人
の

祖
と
さ
れ
る
。

謝
恵
連
は
、
謝
霊
運
の
従
弟
。
詩
文
の
才
に
優
れ
、
謝
霊
運
も
そ
の

才
能
を
高
く
評
価
し
、
恵
連
に
対
面
す
る
た
び
ご
と
に
、
よ
い
句
が
思

い
浮
か
ん
だ
と
言
う
。
し
か
し
、
そ
の
才
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と

な
く
、
三
十
七
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

謝
脁
は
、
謝
霊
運
と
同
族
で
、
一
つ
下
の
世
代
に
属
す
。
斉
の
永
明

年
間
に
竟
陵
王
蕭
子
良
の
文
学
集
団
に
加
わ
り
、
沈
約
ら
と
と
も
に
「
竟

陵
の
八
友
」
に
数
え
ら
れ
る
。
そ
の
繊
細
か
つ
清
新
な
詩
は
、
梁
の
武

帝
や
唐
の
李
白
な
ど
、
多
く
の
愛
好
者
を
得
た
。
宣
城
郡
の
太
守
に
就

任
し
た
経
歴
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
謝
宣
城
と
も
称
さ
れ
る
。

※
靈
運
爲
勝

三
謝
の
中
で
は
、
謝
霊
運
の
詩
が
最
も
優
れ
て
い
る
、
の
意
。

：

ち
な
み
に
、
南
朝
梁
・
鍾
嶸
も
ま
た
『
詩
品
』
の
中
で
、
謝
霊
運
を
上

品
に
、
謝
恵
連
と
謝
脁
の
二
人
を
中
品
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

※
當
就

仮
定
（
も
し
～
な
ら
ば
）
の
意
を
表
す
。
後
の
時
代
の
文
献
に
な
る

：
が
、
『
近
思
録
集
註
』
付
説
に
引
く
胡
氏
の
言
葉
に
、
―
―
學
者
當
就
小

學
近
思
録
熟
讀
、
體
騐
有
所
得
、
方
可
博
觀
古
今
〔
學
ぶ
者

當
就
し

も

『
小
學
』
『
近
思
録
』
も
て
熟
讀
し
、
體

騐

得
る
所
有
ら
ば
、
方
め

た
い
け
ん

は
じ

て
古
今
を
博
觀
す
べ
き
な
り
〕
―
―
と
あ
り
、『
朱
子
讀
書
法
』
巻
三
に
、

―
―
但
當
就
論
孟
經
書
中
、
教
以
躬
行
之
意
、
庶
不
相
遠
〔
但
だ
當
就
も

し
『
論
』
『
孟
』
の
經
書
の
中
よ
り
、
教
ふ
る
に

躬

ら
行
ふ
の
意
を
以

み
ず
か

っ
て
す
れ
ば
、
相
ひ
遠
か
ら
ざ
る
に
庶
し
〕
―
―
と
あ
り
、『
性
理
大
全

ち
か

書
』
巻
四
十
四
に
、
―
―
學
者
但
當
就
意
見
上
分
真
妄
、
存
其
真
者
、

去
其
妄
者
而
已
〔
學
ぶ
者

但
だ
當
就
し
意
見
の
上
に
て
真
妄
を
分
た

も

わ
か

ば
、
其
の
真
な
る
者
を
存
し
、
其
の
妄
な
る
者
を
去
る
の
み
〕
―
―
と

あ
る
な
ど
、
主
に
語
録
の
よ
う
な
官
話
（
白
話
）
文
体
で
書
か
れ
た
文

献
の
中
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

【
通
釈
】

謝
霊
運
・
謝
恵
連
・
謝
脁
の
三
人
の
詩
の
中
で
は
、
謝
霊
運
の
詩
が

勝
っ
て
い
る
。
も
し
、
『
文
選
』
の
中
か
ら
三
者
の
詩
を
写
し
出
し
て
熟

読
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
優
劣
は
お
の
ず
と
明
ら
か
と
な
ろ
う
。

（
中
国
文
学
専
攻

学
部
二
年

林

美
江
）

五

唐
人
有
詩
云
「
山
僧
不
解
數
甲
子
、
一
葉
落
知
天
下
秋
」
。
及
觀
陶
元

亮
詩
云
「
雖
無
紀
曆
志
、
四
時
自
成
歲
」、
便
覺
唐
人
費
力
。
如
「
桃
源

記
」
言
「
尚
不
知
有
漢
、
無
論
魏
晉
」、
可
見
造
語
之
簡
妙
。
蓋
晉
人
工
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造
語
、
而
元
亮
其
尤
也
。

【
訓
読
】

唐
人
に
詩
有
り
て
云
ふ
、
「
山
僧

甲
子
を
數
ふ
る
を
解
せ
ざ
る
も
、

一
葉

落
ち
て

天
下
の
秋
を
知
る
」
と
。
陶
元
亮
の
詩
に
「
曆
を
紀

す
の
志
無
し
と
雖
も
、
四
時
は
自
ず
と
歲
を
成
す
」
と
云
ふ
を
觀
る
に

及
べ
ば
、
便
ち
唐
人
の
力
を
費
や
す
を
覺
ゆ
。
「
桃
源
記
」
に
「
尚
ほ
漢

有
る
を
知
ら
ず
、
魏
晉
を
論
ず
る
無
し
」
と
言
ふ
が
如
き
は
、
造
語
の

簡
妙
を
見
る
べ
し
。
蓋
し
晉
人
は
造
語
に
工
に
し
て
、
而
し
て
元
亮
は

其
の
尤
な
り
。

【
語
釈
】

※
「
山
僧
」
の
二
句

作
者
は
不
明
。
「
一
葉
落
知
天
下
秋
」
の
句
は
、
『
淮
南

：

子
』
説
山
訓
の
―
―
見
一
葉
落
、
而
知
歳
之
將
暮
、
睹
瓶
中
之
冰
、
而

知
天
下
之
寒
〔
一
葉
の
落
つ
る
を
見
て
、
歳
の
將
に
暮
れ
ん
と
す
る
を

知
り
、
瓶
中
の
冰
を
睹
て
、
天
下
の
寒
き
を
知
る
〕
―
―
を
踏
ま
え
て

い
る
。
な
お
、
詩
の
例
で
は
な
い
が
、
唐
・
李
子
卿
の
「
聽
秋
蟲
賦
（
秋

蟲
を
聽
く
の
賦
）
」
に
、
―
―
時
不
與
兮
歳
不
留
、
一
葉
落
兮
天
地
秋
〔
時

は
與
に
せ
ず
し
て
歳
は
留
ま
ら
ず
、
一
葉

落
ち
て
天
地

秋
な
り
〕

と
も

―
―
と
、
類
似
の
句
が
あ
る
。

※
陶
元
亮

東
晋
の
人
。
名
は
潜
、
字
は
淵
明
。
一
説
に
、
名
は
淵
明
、
字
は

：

元
亮
。
官
職
に
就
い
た
も
の
の
性
分
に
合
わ
ず
、
彭
沢
県
の
令
を
最
後

に
官
を
辞
し
、
故
郷
の
田
園
に
帰
り
、
自
然
の
中
で
悠
々
自
適
の
生
活

を
送
っ
た
。

※
「
雖
無
」
の
二
句

陶
淵
明
の
「
桃
花
源
詩
」
の
一
節
。
「
紀
曆
志
」
は
、

：

暦
を
記
し
た
書
籍
。

※
費
力

こ
と
さ
ら
に
力
を
費
や
す
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
唐
人
の
詩
句
が
明
ら

：
か
に
『
淮
南
子
』
説
山
訓
の
一
節
を
踏
ま
え
て
い
る
よ
う
に
、
技
巧
を

凝
ら
し
て
作
っ
て
や
ろ
う
と
い
っ
た
作
為
の
跡
が
見
え
る
点
、
陶
淵
明

の
自
然
の
境
地
か
ら
発
せ
ら
れ
た
詩
句
に
及
ば
な
い
こ
と
を
言
う
。

※
「
桃
源
記
」

陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記
」
の
こ
と
。
「
尚
」
の
字
は
、
通
行

：

本
で
は
「
乃
」
の
字
に
作
る
。

【
通
釈
】

唐
人
の
詩
で
「
暦
と
は
無
縁
な
山
寺
の
僧
侶
た
ち
は
、
日
付
を
数
え

る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
が
、
一
枚
の
葉
が
落
ち
る
の
を
目
に
し
て
、
天

下
の
秋
の
訪
れ
を
知
る
」
と
い
う
句
が
あ
る
。
し
か
し
、
陶
淵
明
の
詩

に
「
暦
を
記
し
た
本
な
ど
は
な
い
け
れ
ど
も
、
四
季
が
め
ぐ
り
お
の
ず

と
一
年
と
な
る
」
と
あ
る
句
を
見
た
な
ら
ば
、
す
ぐ
さ
ま
唐
人
の
詩
句

が
よ
い
言
葉
を
造
り
出
し
て
や
ろ
う
と
、
こ
と
さ
ら
に
力
み
す
ぎ
て
い
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る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
同
じ
く
陶
淵
明
の
「
桃
花
源
記
」
に
見

え
る
「
今
な
お
漢
と
い
う
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
さ
え
知
ら
な
い
。
魏
晋

の
時
代
に
つ
い
て
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
」
と
い
う
一
節
な
ど
は
、
言

葉
を
造
り
出
す
う
え
で
の
簡
潔
か
つ
精
妙
な
趣
き
を
見
て
と
る
こ
と
が

で
き
る
。
思
う
に
、
晋
代
の
人
は
言
葉
を
造
り
出
す
こ
と
に
巧
み
で
あ

る
が
、
陶
淵
明
は
そ
の
中
で
も
最
も
優
れ
た
人
だ
と
言
え
よ
う
。

（
中
国
文
学
専
攻

学
部
二
年

古
川
愛
子
）

六

杜
子
美
秦
中
紀
行
詩
、
如
「
江
間
饒
奇
石
」
、
未
爲
極
勝
、
到
「
暝
色

帶
遠
客
」、
則
不
可
及
已
。

【
訓
読
】

杜
子
美
の
秦
中
紀
行
の
詩
、「
江
間

奇
石
饒
し
」
の
如
き
は
、
未
だ

お
お

極
め
て
勝
れ
り
と
爲
さ
ず
。
「
暝
色

遠
客
を
帶
ぶ
」
に
到
れ
ば
、
則
ち

及
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
の
み
。

【
語
釈
】

※
杜
子
美

盛
唐
の
杜
甫
の
こ
と
。
子
美
は
そ
の
字
。
乾
元
二
年
（
七
五
九
）

：

七
月
、
華
州
（
陝
西
省
）
の
司
功
参
軍
で
あ
っ
た
杜
甫
は
、
安
史
の
乱

に
よ
る
食
糧
事
情
の
悪
化
の
た
め
、
官
を
棄
て
家
族
を
連
れ
て
、
従
姪

・
杜
佐
の
住
む
秦
州
（
甘
粛
省
）
に
赴
い
た
。
し
か
し
そ
こ
で
の
生
活

も
苦
し
く
、
安
住
の
地
を
求
め
て
、
同
谷
（
甘
粛
省
）
さ
ら
に
は
成
都

（
四
川
省
）
へ
と
生
活
の
拠
点
を
移
す
こ
と
に
な
る
。

※
「
江
間
」
の
句

「
秦
中
紀
行
の
詩
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
杜
甫
の
「
秦
州

：

雜
詩
二
十
首
」
が
ま
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
が
、
こ
の
句
は
実
際
に
は
、

秦
州
か
ら
同
谷
県
へ
至
っ
た
あ
と
、
さ
ら
に
成
都
へ
向
け
て
旅
す
る
途

中
に
作
っ
た
「
石
櫃
閣
」
と
題
す
る
五
言
古
詩
の
第
四
句
目
に
見
え
、

―
―
蜀
道
多
早
花
〔
蜀
道

早
花
多
し
〕
―
―
と
対
句
を
構
成
す
る
。

※
「
暝
色
」
の
句

同
じ
く
「
石
櫃
閣
」
詩
の
第
八
句
目
に
見
え
、
―
―
清
暉

：

回
群
鷗
〔
清
暉
に
群
鷗
回
る
〕
―
―
と
対
句
を
構
成
す
る
。
第
七
条
の

【
備
考
】
も
参
照
。

【
通
釈
】

杜
甫
の
秦
州
で
の
旅
を
記
し
た
詩
に
つ
い
て
、
「
川
に
は
奇
抜
な
形
の

石
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
と
い
う
句
な
ど
は
、
ま
だ
極
め
て
優
れ
て
い
る

と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
「
暮
色
が
し
だ
い
に
旅
人
を
包
み
込
む
」
と
い

う
句
に
至
っ
て
は
、
こ
れ
に
匹
敵
で
き
る
も
の
は
な
い
。

（
中
国
文
学
専
攻

学
部
二
年

鈴
木
詩
歩
）
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七

子
美
詩
云
「
天
欲
今
朝
雨
、
山
歸
萬
古
春
」
、
蓋
絶
唱
也
。
余
惠
州
詩

亦
云
「
雨
在
時
時
黑
、
春
歸
處
處
青
」
。
又
云
「
片
雲
明
外
暗
、
斜
日
雨

邊
晴
。
山
轉
秋
光
曲
、
川
長
暝
色
横
」
。
皆
閒
中
所
得
句
也
。

【
訓
読
】

子
美
の
詩
に
「
天
は
欲
す

今
朝
の
雨
、
山
に
は
歸
る

萬
古
の
春
」

と
云
ふ
は
、
蓋
し
絶
唱
な
り
。
余
の
惠
州
に
て
の
詩
に
も
亦
た
「
雨

在
り
て
は

時
時
に
黑
く
、
春

歸
り
て
は

處
處
に
青
し
」
と
云
ふ
。

又
た
「
片
雲

明
外
に
暗
く
、
斜
日

雨
邊
に
晴
る
。
山
に
轉
じ
て

秋
光

曲
が
り
、
川
は
長
く

暝
色

横
た
は
る
」
と
云
ふ
。
皆
な
閒

中
に
得
る
所
の
句
な
り
。

【
語
釈
】

※
子
美

盛
唐
・
杜
甫
の
こ
と
。
子
美
は
そ
の
字
。

：

※
「
天
欲
」
の
二
句

杜
甫
の
五
言
排
律
「
上
白
帝
城
（
白
帝
城
に
上
る
）
二

：

首
」
其
一
の
一
節
。

※
絶
唱

こ
の
上
な
く
優
れ
た
詩
文
を
言
う
。

：

※
「
雨
在
」
の
二
句

唐
庚
の
五
絶
「
栖
禪
暮
歸
書
所
見
（
栖
禪
よ
り
暮
れ
に

：

歸
り
見
る
所
を
書
す
）
二
絶
」
其
一
の
冒
頭
二
句
。
「
栖
禪
」
は
、
山
の

名
。
唐
庚
に
は
、
同
じ
く
恵
州
期
の
作
に
、
「
登
栖
禪
山
（
栖
禪
山
に
登

る
）
」
と
題
す
る
七
絶
が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
山
に
は
栖
禪
寺
と
い

う
寺
が
あ
り
、
蘇
軾
が
朝
雲
と
い
う
妾
を
葬
っ
た
と
こ
ろ
と
し
て
知
ら

れ
る
。

※
「
片
雲
」
の
四
句

唐
庚
の
五
律
「
雑
詩
二
十
首
」
其
十
八
の
頷
聯
と
頸
聯
。

：

な
お
、
頸
聯
に
見
え
る
「
暝
色
」
は
、
お
そ
ら
く
第
六
条
に
見
え
る
、

杜
甫
「
石
櫃
閣
」
詩
の
「
暝
色
帶
遠
客
」
句
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
【
備

考
】
を
参
照
。

【
通
釈
】

杜
甫
の
詩
に
、
「
天
は
今
日
の
雨
降
り
を
望
ん
で
い
た
か
の
よ
う
で
あ

る
。
山
に
は
再
び
万
古
よ
り
変
わ
ら
ぬ
春
が
帰
っ
て
き
た
」
と
あ
る
。

私
が
思
う
に
、
こ
の
上
な
く
優
れ
た
句
で
あ
る
。
恵
州
に
貶
謫
さ
れ
て

い
た
時
の
私
の
詩
に
も
、
「
雨
が
な
お
も
降
り
続
き
、
い
つ
ま
で
も
雲
が

黒
々
と
空
を
覆
っ
て
い
る
が
、
春
が
戻
り
、
山
の
至
る
と
こ
ろ
草
木
が

青
々
と
茂
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
他
の
詩
に
、
「
明
る
さ
の
戻
っ

た
空
の
向
こ
う
側
は
、
な
お
も
一
片
の
雲
が
残
っ
て
い
て
暗
い
。
雨
雲

が
途
切
れ
た
辺
り
に
夕
日
が
現
れ
、
晴
れ
間
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
山
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の
端
に
は
秋
の
月
が
転
が
る
よ
う
に
移
り
ゆ
き
、
ゆ
ら
ゆ
ら
と
光
を
射

し
込
ん
で
い
る
。
川
は
ど
こ
ま
で
も
遠
く
流
れ
、
暮
色
が
横
た
わ
る
よ

う
に
辺
り
を
包
み
込
ん
で
い
る
」
と
あ
る
。
い
ず
れ
も
閑
職
に
身
を
置

い
て
い
た
時
期
に
出
来
た
句
で
あ
る
。

【
備
考
】

「
暝
色
」
の
「
暝
」
字
に
つ
い
て
は
、
平
声
と
去
声
の
二
つ
の
音
が
あ
る
。
清

・
仇
兆
鰲
は
『
杜
詩
詳
注
』
巻
九
に
お
い
て
、「
石
櫃
閣
」
詩
の
「
暝
色
帶
遠
客
」

句
の
「
暝
」
字
に
対
し
て
、
「
音
、
明
」
と
音
注
を
つ
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
平

声
で
読
む
と
す
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
暝
」
字
が
平
声
だ
と
す
る
と
、
唐

庚
の
句
は
「
川
長
暝
色
横
」
と
な
り
、
四
字
目
で
仄
声
が
孤
立
す
る
こ
と
に
な
る
。

○

○

○

●

○

唐
庚
の
詩
の
場
合
は
、
近
体
詩
の
平
仄
の
格
律
か
ら
み
れ
ば
、
「
川
長
暝
色
横
」

○

○

●

●

○

と
、
仄
声
（
去
声
）
で
読
む
方
が
望
ま
し
い
。

ち
な
み
に
、
杜
甫
の
「
暝
色
帶
遠
客
」
句
は
、
そ
の
前
の
「
清
暉
回
群
鷗
」
句

○

○

○

○

○

と
対
句
を
構
成
し
て
い
る
。
も
し
、
「
暝
」
字
が
去
声
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
暝
色
●

●

帶
遠
客
」
と
な
り
、
平
仄
の
上
で
も
き
れ
い
な
対
に
な
る
。
あ
る
い
は
杜
甫
は
、

●

●

●

意
図
的
に
そ
の
よ
う
な
平
仄
配
置
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ

う
だ
と
す
れ
ば
、
仇
兆
鰲
の
音
注
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
他
の
用
例
を
調
べ
る

な
ど
、
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
中
国
文
学
専
攻

学
部
三
年

渡
邉
光
歩
）

八

子
美
云
「
舜
舉
十
六
相
、
身
尊
道
何
高
。
秦
時
用
商
鞅
、
法
令
如
牛

毛
」
。
其
於
治
道
深
矣
。

【
訓
読
】

子
美
は
云
ふ
、
「
舜
は
十
六
の
相
を
舉
げ
、
身
は
尊
く
し
て

道
は
何

ぞ
高
き
。
秦
の
時

商
鞅
を
用
ひ
、
法
令

牛
毛
の
如
し
」
と
。
其
の

治
道
に
於
け
る
や
深
し
。

【
語
釈
】

※
子
美

盛
唐
・
杜
甫
の
こ
と
。
子
美
は
そ
の
字
。

：

※
「
舜
舉
」
の
四
句

杜
甫
の
「
述
古
（
古
を
述
ぶ
）
三
首
」
其
二
の
末
尾
の

：

四
句
。
た
だ
し
、「
用
」
字
は
「
任
」
字
に
作
る
。

※
舜
舉
十
六
相

「
舜
」
は
、
古
代
の
聖
人
天
子
。
「
十
六
相
」
は
、
舜
が
用

：

い
た
十
六
人
の
有
能
な
宰
相
。
高
陽
氏
の
八
人
の
才
子
、
す
な
わ
ち
「
八

愷
」
と
、
高
辛
氏
の
八
人
の
才
子
、
す
な
わ
ち
「
八
元
」
を
指
す
。
『
春

秋
左
氏
伝
』
文
公
十
八
年
に
、
―
―
是
以
堯
崩
而
天
下
如
一
。
同
心
戴

舜
、
以
爲
天
子
、
以
其
舉
十
六
相
、
去
四
凶
也
〔
是
こ
を
以
っ
て
、
堯
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は
崩
ず
る
も
天
下
は
一
の
如
し
。
心
を
同
じ
く
し
て
舜
を
戴
き
、
以
っ

て
天
子
と
爲
す
は
、
其
の
十
六
の
相
を
舉
げ
、
四
凶
を
去
る
を
以
っ
て

す
れ
ば
な
り
〕
―
―
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。

※
商
鞅

戦
国
時
代
・
衛
の
人
。
姓
は
姫
、
氏
は
公
孫
、
名
は
鞅
。
秦
の
孝
王

：
に
仕
え
て
法
に
よ
る
政
治
を
唱
え
た
。
商
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
商
鞅

と
い
う
。

※
如
牛
毛

牛
の
毛
の
よ
う
に
非
常
に
細
密
な
こ
と
。

：

【
通
釈
】

杜
甫
の
詩
に
、「
舜
は
十
六
人
の
賢
人
を
宰
相
と
し
て
挙
用
し
た
た
め
、

そ
の
身
は
尊
ば
れ
、
そ
の
政
道
は
な
ん
と
も
立
派
な
も
の
と
な
っ
た
で

は
な
い
か
。
秦
の
時
代
に
は
法
家
の
商
鞅
を
用
い
て
一
任
し
た
た
め
、

牛
の
毛
の
よ
う
に
細
か
な
法
令
に
縛
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
あ
る
。

そ
の
治
世
に
つ
い
て
の
見
識
た
る
や
、
深
い
も
の
が
あ
る
。

（
中
国
文
学
専
攻

学
部
三
年

岩
田

碧
）

九

東
坡
作
「
病
鶴
詩
」
、
嘗
寫
「
三
尺
長
脛
痩
軀
」
、
缺
其
一
字
。
使
任

德
翁
輩
下
之
、
凡
數
字
。
東
坡
徐
出
其
藁
、
蓋
「
閣
」
字
也
。
此
字
既

出
、
儼
然
如
見
病
鶴
矣
。

【
訓
読
】

東
坡
「
病
鶴
の
詩
」
を
作
る
に
、
嘗
て
「
三
尺
長
脛
痩
軀
」
を
寫
し
、

其
の
一
字
を
缺
く
。
任
德
翁
の
輩
を
し
て
之
れ
に
下
さ
し
む
る
こ
と
、

凡
そ
數
字
。
東
坡

徐
ろ
に
其
の
藁
を
出
す
に
、
蓋
し
「
閣
」
の
字
な

い
だ

り
。
此
の
字

既
に
出
づ
れ
ば
、
儼
然
と
し
て
病
鶴
を
見
る
が
如
し
。

【
語
釈
】

※
東
坡

北
宋
の
蘇
軾
、
字
は
子
瞻
の
こ
と
。
東
坡
は
そ
の
号
。
眉
州
眉
山
（
四

：
川
省
）
の
人
。
仁
宗
の
嘉
祐
二
年
（
一
〇
五
七
）
、
弟
の
蘇
轍
と
と
も
に

進
士
に
及
第
し
、
高
級
官
僚
と
し
て
の
道
を
順
調
に
歩
み
始
め
た
が
、

神
宗
の
時
に
王
安
石
の
新
法
に
異
を
唱
え
た
た
め
、
地
方
官
と
し
て
杭

州
（
浙
江
省
）
を
は
じ
め
各
地
を
転
々
と
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
詩
が

朝
廷
を
誹
謗
し
た
と
の
讒
言
に
よ
り
投
獄
さ
れ
、
黄
州
（
湖
北
省
）
に

貶
謫
さ
れ
る
。
東
坡
居
士
と
号
し
た
の
は
、
こ
の
時
期
の
こ
と
で
あ
る
。

元
祐
年
間
に
、
一
時
期
中
央
に
復
帰
す
る
も
、
ま
も
な
く
新
法
党
の
巻

き
返
し
に
遇
い
、
恵
州
（
広
東
省
）
、
さ
ら
に
は
海
南
島
（
海
南
省
）
へ

と
流
さ
れ
る
に
至
る
。
そ
の
後
、
罪
を
許
さ
れ
中
央
に
帰
還
す
る
途
中
、

常
州
（
江
蘇
省
）
で
亡
く
な
っ
た
。
北
宋
を
代
表
す
る
詩
人
で
、
そ
の
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門
下
に
は
、
黄
庭
堅
や
秦
観
な
ど
、
多
く
の
人
材
が
集
ま
っ
た
。
散
文

で
は
、
父
の
蘇
洵
、
弟
の
蘇
轍
と
と
も
に
唐
宋
八
大
家
に
数
え
ら
れ
る
。

ほ
か
、
絵
画
や
書
に
も
優
れ
る
。

※
「
病
鶴
詩
」

「
鶴
歎
（
鶴
の
歎
き
）
」
と
題
す
る
七
言
古
詩
。
そ
の
第
六

：

句
目
に
、
―
―
三
尺
長
脛
閣
痩
軀
〔
三
尺
長
脛

痩
軀
を
閣
く
〕
―
―

お

と
あ
る
。

※
三
尺

一
尺
は
約
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。

：

※
任
徳
翁

任
伯
雨
の
こ
と
。
徳
翁
は
、
そ
の
字
。
蘇
軾
と
同
郷
の
眉
州
眉
山

：

（
四
川
省
）
の
人
。
神
宗
の
元
豊
五
年
（
一
〇
八
二
）
の
進
士
。『
宋
史
』

巻
三
四
五
に
伝
が
あ
り
、
『
全
宋
詩
』
巻
一
〇
三
二
（
第
十
八
冊
）
に
詩

が
九
首
収
め
ら
れ
て
い
る
。

※
下

筆
を
用
い
て
詩
文
を
作
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
六
字
に
一
字
を
追

：加
し
て
、
句
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
。

※
閣

支
え
る
。

：

【
通
釈
】

蘇
軾
が
「
病
ん
だ
鶴
の
詩
」
を
作
り
、
あ
る
と
き
「
三
尺
長
脛
痩
軀

（
三
尺
の
長
い
足
で
痩
せ
た
身
体
を
…
）
」
の
六
字
だ
け
を
書
き
写
し
て
、

わ
ざ
と
一
字
を
欠
け
た
ま
ま
に
し
た
。
そ
し
て
任
伯
雨
に
一
字
を
追
加

さ
せ
た
と
こ
ろ
、
任
伯
雨
が
書
き
記
し
た
字
は
数
字
に
及
ん
だ
。
蘇
軾

は
ゆ
っ
く
り
と
そ
の
草
稿
を
取
り
出
し
示
し
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
記
さ

れ
て
い
た
の
は
、
「
閣
（
支
え
る
）
」
の
一
字
で
あ
っ
た
。
こ
の
字
が
示

さ
れ
て
み
る
と
、
確
か
に
病
ん
だ
鶴
の
姿
が
く
っ
き
り
と
目
に
映
る
か

の
よ
う
だ
。

（
中
国
文
学
専
攻

学
部
三
年

岡
本
真
依
）

十

「
琴
操
」
非
古
詩
、
非
騒
詞
。
惟
韓
退
之
爲
得
體
。
退
之
「
琴
操
」
、

柳
子
厚
不
能
作
、
子
厚
「
皇
雅
」
、
退
之
亦
不
能
作
。

【
訓
読
】

「
琴
操
」
は
古
詩
に
非
ず
、
騒
詞
に
非
ず
。
惟
だ
韓
退
之
の
み
體
を

得
た
り
と
爲
す
。
退
之
の
「
琴
操
」
は
、
柳
子
厚

作
る
能
は
ず
、
子

厚
の
「
皇
雅
」
は
、
退
之
も
亦
た
作
る
能
は
ず
。

【
語
釈
】

※
「
琴
操
」

第
一
条
の
【
語
釈
】
を
参
照
。

：

※
古
詩

古
体
詩
。
「
騒
詞
」
と
の
対
応
関
係
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
の
源
泉
で

：
あ
る
『
詩
経
』
を
多
分
に
意
識
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
ち
な
み
に
、
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『
詩
経
』
を
「
古
詩
」
と
表
現
す
る
例
と
し
て
、
後
漢
・
班
固
「
兩
都

賦
」
序
に
、
―
―
賦
者
、
古
詩
之
流
也
。
…
…
抑
亦
雅
頌
之
亞
也
〔
賦

な
る
者
は
、
古
詩
の
流
れ
な
り
。
…
…
抑
そ
も
亦
た
雅
頌
の
亞
な
り
〕

―
―
と
あ
り
、
西
晋
・
摯
虞
の
『
文
章
流
別
論
』
に
、
―
―
古
詩
率
以

四
言
爲
體
〔
古
詩
は
率
ね
四
言
を
以
っ
て
體
と
爲
す
〕
―
―
と
あ
る
。

※
騒
詞

戦
国
時
代
・
楚
の
屈
原
の
作
と
伝
わ
る
「
離
騒
」
を
初
め
と
し
た
『
楚

：
辞
』
の
流
れ
を
汲
む
文
学
作
品
を
言
う
。

※
韓
退
之

中
唐
の
韓
愈
の
こ
と
。
退
之
は
そ
の
字
。
科
挙
の
試
験
に
幾
度
も

：

失
敗
す
る
な
ど
、
官
職
に
就
く
に
あ
た
っ
て
は
、
自
ら
も
決
し
て
順
風

満
帆
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
詩
壇
の
領
袖
と
し
て
、
孟
郊
・
張

籍
・
李
賀
・
王
建
・
賈
島
な
ど
、
寒
門
の
詩
人
た
ち
を
積
極
的
に
支
援

し
た
。
ま
た
「
論
佛
骨
表
（
佛
骨
を
論
ず
る
の
表
）
」
を
奉
り
憲
宗
の
逆

鱗
に
触
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
唐
宋
八
大
家
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。

※
柳
子
厚

中
唐
の
柳
宗
元
の
こ
と
。
子
厚
は
そ
の
字
。
順
宗
の
時
、
王
叔
文

：

の
政
治
改
革
に
参
加
し
、
宦
官
や
藩
鎮
勢
力
を
排
除
し
よ
う
と
し
た
が
、

順
宗
が
病
に
倒
れ
、
憲
宗
が
即
位
す
る
と
、
守
旧
派
の
巻
き
返
し
に
遇

い
、
王
叔
文
の
失
脚
に
連
坐
し
て
、
永
州
（
湖
南
省
）
に
貶
謫
、
さ
ら

に
は
柳
州
（
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
）
に
貶
謫
さ
れ
、
か
の
地
で
没
し

た
。
韓
愈
と
と
も
に
古
文
の
復
興
を
唱
え
、
唐
宋
八
大
家
に
数
え
ら
れ

る
。

※
「
皇
雅
」

「
平
淮
夷
雅
（
淮
夷
を
平
ら
ぐ
る
の
雅
）
二
篇
」
其
一
「
皇
武

：

篇
」
の
こ
と
。「
平
淮
夷
雅
二
篇
」
は
、
元
和
十
三
年
（
八
一
八
）
の
作
。

そ
の
前
年
、
宰
相
の
裴
度
が
憲
宗
の
命
に
よ
り
、
淮
西
節
度
使
・
呉
元

済
の
反
乱
を
蔡
州
（
河
南
省
）
で
鎮
圧
し
た
。
そ
の
知
ら
せ
を
柳
州
で

聞
い
た
柳
宗
元
が
憲
宗
に
提
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
っ
た
も
の

で
、
「
皇
武
篇
」
と
「
方
城
篇
」
の
二
篇
か
ら
な
る
。
そ
の
詩
は
、
『
詩

経
』
「
大
雅
・
江
漢
」
を
意
識
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
毛
伝
の
小
序

に
は
、
―
―
江
漢
、
尹
吉
甫
美
宣
王
也
。
能
興
衰
撥
亂
。
命
召
公
平
淮

夷
〔
江
漢
は
、
尹
吉
甫

宣
王
を
美
む
る
な
り
。
能
く
衰
を
興
し
亂
を
撥

ほ

お
さ

む
。
召
公
に
命
じ
て
淮
夷
を
平
ら
げ
し
む
〕
―
―
と
あ
る
。
「
皇
武
篇
」

は
、
裴
度
の
武
功
を
讃
え
た
も
の
（
【
備
考
】
を
参
照
）
。
な
お
、
こ
の

と
き
韓
愈
は
裴
度
の
幕
下
に
お
り
、
乱
の
平
定
に
貢
献
し
て
い
る
。

【
通
釈
】

「
琴
操
」
は
、『
詩
経
』
の
流
れ
を
汲
む
古
体
詩
で
は
な
く
、
ま
た
『
楚

辞
』
の
流
れ
を
汲
む
辞
賦
で
も
な
い
。
た
だ
韓
愈
の
「
琴
操
」
の
み
そ

の
本
質
を
掴
ん
で
い
る
と
言
え
る
。
韓
愈
の
「
琴
操
」
の
よ
う
な
作
は
、

柳
宗
元
に
は
作
れ
な
い
し
、
同
様
に
柳
宗
元
の
「
皇
雅
」
の
よ
う
な
作

は
、
韓
愈
に
は
作
れ
な
い
。
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【
備
考
】

「
皇
武
篇
」
は
、
各
章
八
句
、
全
部
で
十
一
章
か
ら
な
る
。
以
下
、
其
の
二
を

例
示
す
る
。

皇
咨
于
度
、
惟
汝
一
德
、
曠
誅
四
紀
、
其
傒
汝
克
。

錫
汝
斧
鉞
、
其
往
視
師
、
師
是
蔡
人
、
以
宥
以
釐
。

〔
皇

度
に
咨
る
は
、
汝
が
德
を
一
に
す
る
を
惟
へ
ば
な
り
。
曠
く
四

は
か

お
も

紀
を
誅
せ
し
め
、
其
れ
汝
が
克
つ
を
傒
つ
。
汝
に
斧
鉞
を
錫
ひ
、
其
れ

ま

た
ま

往
き
て
師
を
視
し
む
。
師
は
是
れ
蔡
人
な
れ
ば
、
以
っ
て
宥
し
以
っ
て
釐

ゆ
る

お
さ

め
よ
。
／
「
四
紀
」
は
、
四
十
八
年
。
こ
こ
で
は
、
五
十
年
近
く
三
代

に
亘
っ
て
、
淮
西
を
支
配
し
て
い
た
呉
氏
一
族
を
指
す
。
「
錫
汝
斧
鉞
」

は
、
裴
度
に
蔡
州
の
統
治
権
を
与
え
る
こ
と
。
「
師
」
は
、
民
衆
。〕

（
地
理
学
専
攻

学
部
三
年

壹
岐
英
明
）

十
一

東
坡
詩
、
叙
事
言
簡
而
意
盡
。
忠
州
有
潭
、
潭
有
潛
蛟
、
人
未
之
信

也
。
虎
飲
水
其
上
、
蛟
尾
而
食
之
、
俄
而
浮
骨
水
上
、
人
方
知
之
。

東
坡
以
十
字
道
盡
、
云
「
潛
鱗
有
饑
蛟
、
掉
尾
取
渴
虎
」
。
言
「
渴
」

則
知
虎
以
飲
水
而
召
災
、
言
「
饑
」
則
蛟
食
其
肉
矣
。

【
訓
読
】

東
坡
の
詩
、
事
を
叙
ぶ
る
に
言
は
簡
に
し
て
意
は
盡
く
せ
り
。
忠
州

に
潭
有
り
、
潭
に
潛
蛟
有
る
も
、
人

未
だ
之
れ
を
信
ぜ
ざ
る
な
り
。

虎

水
を
其
の

上

に
飲
む
に
、
蛟

尾
ひ
て
之
れ
を
食
ら
ひ
、
俄
か
に

ほ
と
り

お

し
て
骨
を
水
上
に
浮
か
べ
し
む
れ
ば
、
人

方
め
て
之
れ
を
知
る
。

は
じ

東
坡

十
字
を
以
っ
て
道
ひ
盡
く
し
て
、「
潛
鱗

饑
蛟
有
り
、
尾
を
掉

い

ふ
る

ひ
て
渴
虎
を
取
る
」
と
云
ふ
。
「
渴
」
と
言
へ
ば
則
ち
虎
の
水
を
飲
む
を

以
っ
て
災
ひ
を
召
く
を
知
り
、
「
饑
」
と
言
へ
ば
則
ち
蛟

其
の
肉
を
食

ら
へ
り
。

【
語
釈
】

※
東
坡

第
九
条
の
【
語
注
】
を
参
照
。

：

※
忠
州

現
在
の
四
川
省
重
慶
市
忠
県
。
た
だ
し
、
蘇
軾
に
忠
州
に
赴
任
し
た

：
経
歴
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
後
半
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
潛
鱗
」

の
二
句
が
恵
州
（
広
東
省
）
に
貶
謫
さ
れ
て
い
た
時
期
の
作
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
お
そ
ら
く
恵
州
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ゆ
る
魯
魚
の
誤
り

と
思
わ
れ
る
。

※
潛
蛟

水
底
に
潜
む
蛟
。
蛟
は
、
想
像
上
の
生
き
物
。
龍
の
一
種
。
水
中
に

：
い
て
、
毒
気
を
吐
い
て
人
に
危
害
を
加
え
る
と
言
う
。
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※
尾

あ
と
を
追
う
。

：

※
「
潛
鱗
」
の
二
句

蘇
軾
の
「
白
水
山
佛
迹
巖
（
白
水
山
の
佛
迹
巖
）
」
詩

：

の
一
節
。
白
水
山
は
、
羅
浮
山
の
東
麓
。
恵
州
の
東
北
二
十
里
の
と
こ

ろ
に
あ
る
。
瀑
布
が
あ
り
乳
白
色
の
水
が
流
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
名
が
あ
る
。
そ
の
瀑
布
の
西
に
佛
迹
巖
が
あ
り
、
岩
に
巨
人
の
足
跡

の
よ
う
な
く
ぼ
み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
名
が
あ
る
。
唐
庚
も
恵
州

に
貶
謫
さ
れ
て
い
た
と
き
に
、
こ
の
場
所
に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
ら
し
く
、
「
佛
迹
記
（
佛
迹
の
記
）
」
を
書
い
て
い
る
。

※
潛
鱗

水
に
潜
む
鱗
を
も
っ
た
水
中
生
物
。
す
な
わ
ち
魚
類
の
こ
と
。
こ
こ

：
で
は
蛟
を
指
す
。

【
通
釈
】

蘇
軾
の
詩
は
、
事
柄
を
叙
述
す
る
に
あ
た
り
、
言
葉
は
簡
潔
で
あ
り

な
が
ら
も
、
言
お
う
と
し
て
い
る
事
は
十
分
に
言
い
尽
く
し
て
い
る
。

忠
州
に
深
い
淵
が
あ
り
、
淵
の
底
に
蛟
が
潜
ん
で
い
た
が
、
ま
だ
誰
も

そ
れ
を
信
じ
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
あ
る
と
き
虎
が
そ
の
ほ
と
り
で
水

を
飲
も
う
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
あ
と
を
追
っ
た
蛟
に
食
わ
れ
て

し
ま
い
、
ま
も
な
く
し
て
骨
が
水
面
に
浮
か
ん
で
き
た
こ
と
か
ら
、
人

々
は
は
じ
め
て
そ
れ
が
事
実
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。

蘇
軾
は
そ
の
事
を
わ
ず
か
十
字
で
表
現
し
つ
く
し
て
、
「
淵
の
底
に
飢

え
た
蛟
が
潜
ん
で
お
り
、
尾
を
振
る
い
つ
つ
喉
の
渇
い
た
虎
を
捕
ま
え

た
」
と
詠
ん
だ
。
「
渴
」
と
言
え
ば
、
そ
れ
だ
け
で
、
虎
が
水
を
飲
み
に

き
た
こ
と
に
よ
っ
て
災
い
を
招
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
分
か
り
、
「
饑
」

と
言
へ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
、
蛟
が
虎
の
肉
を
食
べ
た
こ
と
が
分
か
る
で

あ
ろ
う
。

（
美
学
美
術
史
学
専
攻

学
部
三
年

中
根
若
恵
／

心
理
学
専
攻

学
部
三
年

安
藤
由
妃
）

十
二

謝
固
爲
綿
州
推
官
。
推
官
之
廨
、
歐
陽
文
忠
公
生
焉
。
謝
作
六
一
堂
、

求
余
賦
詩
。
余
雅
善
東
坡
以
約
詞
紀
事
。
冥
捜
竟
夕
、
僅
得
句
云
「
卽

［
校
］

彼
生
處
所
、
館
之
與
周
旋
」
。
然
深
有
愧
于
東
坡
矣
。

【
校
異
】

校

「
夕
」
は
、
も
と
「
久
」
に
作
る
。
學
海
類
編
に
依
っ
て
改
め
た
。

：

【
訓
読
】

謝
固

綿
州
の
推
官
と
爲
る
。
推
官
の
廨
、
歐
陽
文
忠
公

焉
に
生

こ
こ
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ま
る
。
謝

六
一
堂
を
作
り
、
余
に
求
め
て
詩
を
賦
せ
し
む
。
余

雅つ
ね

に
東
坡
の
約
詞
を
以
っ
て
事
を
紀
す
を
善
し
と
す
。
冥
捜
す
る
こ
と
竟

夕
、
僅
か
に
句
を
得
て
云
ふ
、「
卽
ち
彼
の
生
處
の
所
な
れ
ば
、
之
れ
に

館
し
て
與
に
周
旋
せ
ん
」
と
。
然
れ
ど
も
深
く
東
坡
に
愧
づ
る
有
り
。

【
語
釈
】

※
謝
固

い
か
な
る
人
物
か
は
不
明
。
【
備
考
】
を
参
照
。

：

※
綿
州
推
官

「
綿
州
」
は
現
在
の
四
川
省
綿
陽
市
。
「
推
官
」
は
州
の
司
法

：

を
つ
か
さ
ど
る
官
職
。

※
歐
陽
文
忠
公

北
宋
の
欧
陽
脩
の
こ
と
。
字
は
永
叔
、
号
は
酔
翁
。
晩
年
は

：

六
一
居
士
と
号
し
た
。
文
忠
は
諡
。
古
文
の
復
興
を
支
持
し
、
科
挙
の

試
験
官
の
際
に
、
蘇
軾
・
蘇
轍
・
曽
鞏
ら
を
抜
擢
し
た
。
な
お
、
唐
庚

の
「
六
一
堂
」
詩
の
序
（
【
備
考
】
を
参
照
）
に
よ
れ
ば
、
欧
陽
脩
は
、

綿
州
の
戸
籍
な
ど
を
つ
か
さ
ど
る
司
戸
の
庁
舎
で
生
ま
れ
、
そ
こ
は
も

と
綿
州
推
官
の
庁
舎
で
あ
っ
た
と
言
う
。

※
六
一
堂

綿
州
推
官
の
庁
舎
、
す
な
わ
ち
欧
陽
脩
の
生
誕
の
地
に
建
て
ら
れ

：

た
屋
敷
。
そ
の
名
は
、
欧
陽
脩
の
号
に
ち
な
ん
で
の
命
名
。
欧
陽
脩
は
、

自
ら
の
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
「
蔵
書
一
万
巻
・
金
石
の
遺
文
一
千
巻
・

、

、

琴
一
張
・
碁
一
局
・
酒
一
壷
」
の
五
つ
の
「
一
」
に
「
一
翁
（
欧
陽
脩

、

、

、

、

自
身
）
」
を
加
え
て
、
六
一
居
士
と
号
し
た
。

※
約
詞

簡
明
な
言
葉
。

：

※
冥
捜

目
を
閉
じ
て
心
の
中
で
考
え
る
。

：

※
「
卽
彼
」
の
二
句

「
六
一
堂
」
と
題
す
る
全
部
で
二
十
八
句
か
ら
な
る
五

：

言
古
詩
の
一
節
。【
備
考
】
を
参
照
。

【
通
釈
】

謝
固
が
綿
州
の
推
官
と
な
っ
た
。
推
官
の
役
所
は
、
欧
陽
脩
が
生
ま

れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
謝
固
は
欧
陽
脩
の
号
に
ち
な
ん
で
六
一

と
い
う
名
の
堂
を
建
て
て
、
私
に
詩
を
作
る
よ
う
求
め
て
き
た
。
私
は

常
々
、
蘇
軾
が
簡
明
な
言
葉
で
事
柄
を
書
き
記
す
こ
と
を
好
ま
し
く
思

っ
て
い
た
。
そ
こ
で
一
晩
中
、
心
静
か
に
考
え
た
す
え
に
、
か
ろ
う
じ

て
「
ま
さ
し
く
欧
陽
脩
が
生
ま
れ
た
所
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
六
一
堂

に
宿
泊
し
て
、
と
も
に
め
ぐ
り
ま
わ
り
た
い
も
の
だ
」
と
い
う
二
句
を

得
た
。
し
か
し
、
な
か
な
か
蘇
軾
の
よ
う
に
う
ま
く
は
い
か
ず
、
蘇
軾

に
対
し
て
何
と
も
深
く
恥
じ
入
る
ば
か
り
で
あ
る
。

【
備
考
】

唐
庚
の
「
六
一
堂
」
詩
の
序
に
、
以
下
の
よ
う
に
言
う
。
―
―
綿
州
司
戸
廨
舎
、

舊
為
推
官
廳
、
歐
陽
文
忠
公
生
於
此
。
近
歲
陵
井
譚
望
勉
翁
為
參
軍
、
葺
一
室
于

廳
事
之
東
偏
、
號
曰
六
一
堂
。
予
聞
而
嘉
之
、
為
賦
此
篇
〔
綿
州
司
戸
の
廨
舎
、

舊
と
推
官
の
廳
た
り
て
、
歐
陽
文
忠
公

此
こ
に
生
ま
る
。
近
歲

陵
井
の
譚
望
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勉
翁

參
軍
と
為
り
、
一
室
を
廳
事
の
東
偏
に
葺
き
、
號
し
て
六
一
堂
と
曰
ふ
。

予

聞
き
て
之
れ
を
嘉
し
、
為
に
此
の
篇
を
賦
す
〕
―
―
。
こ
の
序
に
よ
れ
ば
、

六
一
堂
を
建
て
た
の
は
、
謝
固
で
は
な
く
、
譚
望
勉
と
い
う
人
物
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
あ
る
い
は
、
強
幼
安
の
記
憶
違
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
東
洋
史
学
専
攻

学
部
三
年

木
村
有
希
）

十
三

韓
退
之
作
古
詩
、
有
故
避
屬
對
者
。
「
淮
之
水
舒
舒
、
楚
山
直
叢
叢
」

是
也
。

【
訓
読
】

韓
退
之

古
詩
を
作
る
に
、

故

ら
に
屬
對
を
避
く
る
者
有
り
。
「
淮

こ
と
さ

の
水
は
舒
舒
た
り
、
楚
の
山
は
直
に
し
て
叢
叢
た
り
」
な
る
は
、
是
れ

な
り
。

【
語
釈
】

※
韓
退
之

第
十
条
の
【
語
注
】
を
参
照
。

：

※
「
淮
之
」
の
二
句

韓
愈
の
「
此
日
足
可
惜
贈
張
籍
（
此
の
日

惜
し
む
べ

：

き
に
足
る

張
籍
に
贈
る
）
」
詩
の
一
節
。
貞
元
十
五
年
（
七
九
九
）
、

韓
愈
三
十
二
歳
、
徐
州
（
江
蘇
省
）
で
の
作
。
韓
愈
を
訪
ね
に
や
っ
て

き
た
張
籍
と
の
別
れ
を
惜
し
ん
で
作
っ
た
も
の
。
ち
な
み
に
張
籍
は
、

前
年
の
貞
元
十
四
年
（
七
九
八
）
、
汴
州
（
河
南
省
）
に
て
進
士
科
の
予

備
試
験
（
郷
試
）
を
受
け
て
い
る
が
、
そ
の
時
の
試
験
委
員
が
韓
愈
で

あ
っ
た
。

【
通
釈
】

韓
愈
は
、
古
体
詩
を
作
る
際
に
、
わ
ざ
と
対
句
を
避
け
る
こ
と
が
あ

る
。
「
淮
河
の
水
は
ゆ
る
や
か
に
、
楚
の
山
は
ま
っ
す
ぐ
に
聳
え
立
ち
、

木
々
が
群
が
り
生
え
て
い
る
」
な
ど
は
、
そ
の
例
で
あ
る
。

（
人
文
学
専
攻
日
本
文
化
学
専
門

博
士
課
程
後
期
課
程
一
年

岡

英
里
奈
）

十
四

杜
子
美
祖
「
木
蘭
詩
」
。

【
訓
読
】

杜
子
美
は
「
木
蘭
の
詩
」
に
祖
ふ
。

な
ら

【
語
釈
】

※
杜
子
美

盛
唐
・
杜
甫
の
こ
と
。
子
美
は
そ
の
字
。

：
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※
祖

手
本
と
す
る
。

：

※
「
木
蘭
詩
」

老
い
た
父
に
代
わ
っ
て
戦
争
に
従
事
し
た
木
蘭
と
い
う
名
の

：

娘
を
歌
っ
た
詩
。
作
者
は
不
詳
。
北
朝
の
民
間
歌
謡
に
由
来
す
る
と
さ

れ
る
。

【
通
釈
】

杜
甫
は
、
「
木
蘭
の
詩
」
を
手
本
と
し
て
い
る
。

【
備
考
】

杜
甫
に
は
、
反
戦
・
厭
戦
を
主
題
と
し
た
詩
が
多
く
見
ら
れ
る
。
杜
甫
が
「
木

蘭
詩
」
の
ど
の
よ
う
な
点
を
手
本
と
し
た
か
に
つ
い
て
、
唐
庚
は
詳
し
く
は
語
っ

て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
杜
甫
の
そ
の
よ
う
な
作
を
念
頭
に
置
い
た
発
言
と
思

わ
れ
る
。
例
え
ば
、
杜
甫
の
「
兵
車
行
」
に
、
―
―
耶
娘
妻
子
走
相
送
〔
耶
娘

妻
子

走
り
て
相
ひ
送
る
〕
―
―
と
あ
り
、
父
母
を
意
味
す
る
「
耶
娘
」
と
い
う

口
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
木
蘭
詩
」
の
―
―
朝
辭
爺

孃
去
〔
朝
に
爺
孃
を
辭
し
て
去
る
〕
―
―
と
い
う
句
の
「
爺
孃
」
か
ら
の
影
響
が

指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
杜
甫
の
「
石
壕
吏
（
石
壕
の
吏
）
」
に
描
か
れ

る
、
老
婆
が
夫
に
代
わ
っ
て
戦
地
に
赴
く
と
い
う
場
面
な
ど
は
、
そ
の
発
想
を
「
木

蘭
詩
」
か
ら
得
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
人
文
学
専
攻
日
本
文
化
学
専
門

博
士
課
程
後
期
課
程
一
年

岡

英
里
奈
）

十
五

晩
學
遽
讀
『
新
唐
書
』
、
輒
能
壞
人
文
格
。
『
舊
唐
書
』
贊
語
云
「
人

安
漢
道
之
寬
平
、
不
厭
高
皇
之
嫚
駡
」
。
其
論
唐
亡
云
「
注
江
海
以
救
焚
、

焚
收
而
溺
至
。
引
鴆
爵
以
止
渴
、
渴
止
而
身
亡
」
。
亦
自
有
佳
處
。

【
訓
読
】

晩
學

遽
か
に
『
新
唐
書
』
を
讀
め
ば
、
輒
ち
能
く
人
の
文
格
を
壞

す
。
『
舊
唐
書
』
の
贊
語
に
云
ふ
、
「
人
は
漢
道
の
寬
平
な
る
を
安
ん
ず

れ
ば
、
高
皇
の
嫚
駡
す
る
を
厭
は
ず
」
と
。
其
の
唐
の
亡
ぶ
を
論
じ
て

云
ふ
、
「
江
海
を
注
ぎ
て
以
っ
て
焚
を
救
は
ん
と
す
る
も
、
焚

收
ま
り

て
溺

至
る
。
鴆
爵
を
引
き
て
以
っ
て
渴
を
止
め
ん
と
す
る
も
、
渴

止
ま
り
て
身

亡
ぶ
」
と
。
亦
た
自
ず
か
ら
佳
處
有
り
。

【
語
釈
】

※
『
新
唐
書
』

第
三
条
の
【
語
注
】（
※
『
唐
書
』
）
を
参
照
。
唐
庚
が
『
新

：

唐
書
』
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
を
参

照
。

※
文
格

文
章
の
格
調
。

：

※
『
舊
唐
書
』

第
三
条
の
【
語
注
】（
※
『
唐
書
』）
を
参
照
。

：
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※
「
人
安
」
の
一
節

『
旧
唐
書
』
巻
一
「
高
祖
本
紀
」
に
見
え
る
言
葉
。
こ

：

こ
で
は
「
贊
語
云
」
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
が
、
よ
り
正
確
に
は
、

そ
の
直
前
の
「
史
臣
曰
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
記
述
の
中
に
見
え
る
。

文
字
の
異
同
が
あ
り
、
―
―
人
懷
漢
道
之
寬
平
、
不
責
高
皇
之
慢
駡
〔
人

は
漢
道
の
寬
平
な
る
を
懷
へ
ば
、
高
皇
の
慢
駡
す
る
を
責
め
ず
〕
―
―

に
作
る
。
寛
大
な
政
治
を
行
っ
た
唐
の
高
祖
を
前
漢
の
高
祖
に
な
ぞ
ら

え
て
讃
え
た
も
の
。

※
「
注
江
海
～
」
の
一
節

『
舊
唐
書
』
に
は
見
え
ず
、
『
舊
五
代
史
』
巻
八

：

十
「
晉
書
六
」
に
、
「
史
臣
曰
」
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
類
似
の
一
節

が
あ
る
。
―
―
決
鯨
海
以
救
焚
、
何
逃
没
溺
。
飮
鴆
漿
而
止
渴
、
終
取

喪
亡
〔
鯨
海
を
決
し
て
以
っ
て
焚
を
救
は
ん
と
す
れ
ば
、
何
ぞ
没
溺
を

逃
れ
ん
や
。
鴆
漿
を
飮
み
て
渴
を
止
め
ん
と
す
れ
ば
、
終
に
喪
亡
を
取ま
ね

く
〕
―
―
。
こ
れ
は
、
五
代
・
後
晋
の
石
敬
瑭
が
後
唐
を
滅
ぼ
す
に
あ

た
り
、
燕
雲
十
六
州
を
割
譲
し
て
契
丹
と
手
を
結
ん
だ
結
果
、
最
終
的

に
は
後
晋
も
ま
た
、
二
代
目
の
石
重
貴
の
時
に
契
丹
に
滅
ぼ
さ
れ
る
は

め
に
な
っ
た
こ
と
を
比
喩
し
た
も
の
で
あ
る
。
は
た
し
て
、「
注
江
海
～
」

の
一
節
が
『
舊
五
代
史
』
の
一
節
と
同
じ
も
の
を
指
す
と
す
れ
ば
、
「
其

論
唐
亡
云
（
其
の
唐
の
亡
ぶ
を
論
じ
て
云
ふ
）
」
と
あ
る
の
は
、
正
確
に

は
後
唐
を
滅
ぼ
し
た
後
晋
が
滅
ぶ
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、

「
『
舊
五
代
史
』
論
後
晉
亡
云
（
『
舊
五
代
史
』
に
後
晉
の
亡
ぶ
を
論
じ

て
云
ふ
）
」
と
改
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
唐
庚
ま
た
は
強

幼
安
の
い
ず
れ
か
の
記
憶
違
い
で
あ
ろ
う
。

※
鴆
爵

「
鴆
」
は
、
伝
説
上
の
鳥
の
名
。
毒
を
持
ち
、
そ
の
羽
毛
を
ひ
た
し

：
た
酒
を
飲
む
と
死
に
至
る
と
い
う
。
「
爵
」
は
、
三
本
の
足
が
つ
い
て
い

る
酒
器
。

【
通
釈
】

晩
年
に
な
っ
て
学
に
志
し
た
人
が
あ
わ
て
て
『
新
唐
書
』
を
読
む
と
、

読
む
た
び
ご
と
に
そ
の
人
の
文
章
の
格
調
を
損
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
る
。
『
旧
唐
書
』
の
賛
語
に
「
人
々
は
寛
大
で
公
平
な
漢
の
政
治
を
慕

っ
た
の
で
、
前
漢
の
高
祖
の
無
礼
な
の
の
し
り
さ
え
も
嫌
と
は
思
わ
な

か
っ
た
の
だ
。
」
と
言
う
。
ま
た
、
唐
の
滅
亡
を
論
じ
て
「
長
江
や
海
の

水
を
注
い
で
焼
土
を
救
お
う
と
し
て
も
、
火
が
収
ま
っ
た
か
と
思
え
ば
、

今
度
は
溺
死
が
待
っ
て
い
る
。
鴆
酒
の
入
っ
た
酒
器
を
手
に
取
っ
て
喉

の
渇
き
を
癒
そ
う
と
し
て
も
、
喉
の
渇
き
が
癒
え
た
か
と
思
え
ば
、
今

度
は
そ
の
身
自
体
の
破
滅
を
招
く
」
と
言
う
。
こ
こ
に
も
自
ず
と
優
れ

た
と
こ
ろ
が
認
め
ら
れ
る
。

（
人
文
学
専
攻
中
国
文
学
専
門

博
士
課
程
後
期
課
程
二
年

金
明
蘭
）
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十
六

詩
在
與
人
商
論
、
深
求
其
疵
而
去
之
。
等
閒
一
字
放
過
、
則
不
可
。

殆
近
法
家
、
難
以
言
恕
矣
。
故
謂
之
詩
律
。
東
坡
云
「
敢
將
詩
律
鬭
深

嚴
」
。
余
亦
云
「
律
傷
嚴
、
近
寡
恩
」
。
大
凡
立
意
之
初
、
必
有
難
易
二

塗
。
學
者
不
能
強
所
劣
、
往
往
捨
難
而
趨
易
。
文
章
罕
工
、
每
坐
此
也
。

作
詩
自
有
穩
當
字
、
第
思
之
未
到
耳
。

皎
然
以
詩
名
于
唐
。
有
僧
袖
詩
謁
之
。
然
指
其
「
御
溝
詩
」
云
「
『
此

波
涵
聖
澤
』
、
波
字
未
穩
當
改
」
。
僧
艴
然
作
色
而
去
。
僧
亦
能
詩
者
也
。

皎
然
度
其
去
必
復
來
、
乃
取
筆
作
「
中
」
字
掌
中
、
握
之
以
待
。
僧
果

復
來
、
云
欲
更
爲
「
中
」
字
如
何
。
然
展
手
示
之
、
遂
定
交
。
要
當
如

此
乃
是
。

【
訓
読
】

詩
は
人
と
商
論
し
、
深
く
其
の
疵
を
求
め
て
之
れ
を
去
る
に
在
り
。

一
字
を
等
閒
し
て
放
過
す
れ
ば
、
則
ち
不
可
な
り
。
殆
ど
法
家
に
近
く
、

以
っ
て
恕
と
言
ひ
難
し
。
故
に
之
れ
を
詩
律
と
謂
ふ
。
東
坡
は
「
敢
て

詩
律
を
將
っ
て
鬭
ふ
こ
と
深
嚴
な
ら
ん
」
と
云
ふ
。
余
も
亦
た
「
律
は

傷
は
な
は

だ
嚴
に
し
て
、
恩
寡
き
に
近
し
」
と
云
ふ
。
大
凡
そ
意
を
立
つ
る
の
初

め
、
必
ず
難
易
の
二
塗
有
り
。
學
ぶ
者

劣
る
所
を
強
む
る
能
は
ず
し

て
、
往
往
に
し
て
難
き
を
捨
て
て
易
き
に
趨
る
。
文
章
は
工
な
る
こ
と

罕
な
れ
ば
、
每
に
此
れ
に
坐
す
る
な
り
。
詩
を
作
る
に
は
自
ず
と
穩
當

の
字
有
り
。
第
だ
之
れ
を
思
ふ
も
未
だ
到
ら
ざ
る
の
み
。

皎
然
は
詩
を
以
っ
て
唐
に
名
あ
り
。
僧
の
詩
を
袖
し
て
之
れ
に
謁
す

る
有
り
。
然

其
の
「
御
溝
の
詩
」
を
指
し
て
「
『
此
の
波

聖
澤
を

涵
う
る
お

す
』
は
、
波
の
字

未
だ
穩
や
か
な
ら
ず
し
て
當
に
改
む
べ
し
」
と
云

ふ
。
僧

艴
然
と
し
て
色
を
作
し
て
去
る
。
僧
も
亦
た
詩
を
能
く
す
る

者
な
り
。
皎
然

其
の
去
る
も
必
ず
復
た
來
た
ら
ん
こ
と
を
度
り
、
乃

は
か

ち
筆
を
取
り
て
「
中
」
の
字
を
掌
中
に
作
し
、
之
れ
を
握
り
て
以
っ
て

待
つ
。
僧

果
た
し
て
復
た
來
た
り
、
更
め
て
「
中
」
の
字
と
爲
さ
ん

と
欲
せ
ば
如
何
と
云
ふ
。
然

手
を
展
き
て
之
れ
を
示
し
、
遂
に
交
り

ひ
ら

を
定
む
。
要
當
ず
此
く
の
如
く
ん
ば
、
乃
ち
是
な
る
な
り
。

か

な

ら

【
語
釈
】

※
法
家

戦
国
時
代
の
諸
子
百
家
の
一
つ
。
厳
格
な
法
を
基
準
に
政
治
を
行
う

：
こ
と
を
説
い
た
。
こ
こ
で
は
、
近
体
詩
の
規
則
が
厳
格
で
あ
る
こ
と
を

比
喩
す
る
。

※
恕

儒
家
の
説
く
徳
目
の
一
つ
。
他
者
に
対
す
る
思
い
や
り
。

：
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※
「
敢
將
」
の
句

蘇
軾
の
「
謝
人
見
和
前
篇
（
人
の
前
篇
に
和
せ
ら
る
る
に

：

謝
す
）
二
首
」
其
一
の
冒
頭
の
二
句
に
、
―
―
已
分
酒
杯
欺
淺
懦
、
敢

將
詩
律
鬭
深
嚴
〔
已
に
酒
杯
の
淺
懦
を
欺
く
を
分
と
す
る
も
、
敢
て
詩

律
を
將
っ
て
鬭
ふ
こ
と
深
嚴
な
ら
ん
〕
―
―
と
あ
る
。
自
ら
の
詩
に
唱

和
し
た
詩
を
返
し
て
く
れ
た
人
に
、
再
び
そ
れ
に
唱
和
し
た
詩
を
贈
っ

て
感
謝
の
意
を
表
し
た
も
の
。
両
者
の
間
で
の
詩
の
や
り
と
り
は
、
お

そ
ら
く
唱
和
詩
の
中
で
も
最
も
規
則
の
厳
し
い
次
韻
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
冒
頭
の
二
句
は
、
「
わ
た
し
自
身
、
酒
に
弱
い
こ
と

を
十
分
に
わ
き
ま
え
て
お
り
、
酒
で
は
と
て
も
あ
な
た
に
太
刀
打
ち
で

き
な
い
が
、
詩
に
お
い
て
は
、
厳
格
な
規
則
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
思

い
切
っ
て
あ
な
た
に
戦
い
を
挑
み
た
い
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
ろ
う
。

二
句
目
は
、
本
来
「
敢
將
詩
律
深
嚴
鬭
〔
敢
て
詩
律
の
深
嚴
な
る
を
將

っ
て
鬭
は
ん
〕
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
、
韻
字
や
平
仄
の
関
係
で
語
順
を
変

え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

※
「
律
傷
嚴
、
近
寡
恩
」

文
淵
閣
四
庫
全
書
本
『
宋
詩
鈔
』
巻
四
十
六
所
収

：

の
唐
庚
の
「
遣
興
（
興
を
遣
る
）
二
首
」
其
二
の
冒
頭
二
句
に
、
―
―

酒
經
自
得
非
多
學
、
詩
律
傷
嚴
近
寡
恩
〔
酒
經
は
自
ら
得
し
む
も
學
ぶ

た
の

こ
と
多
き
に
非
ず
、
詩
律
は

傷

だ
嚴
に
し
て
恩
寡
き
に
近
し
〕
―
―
と

は
な
は

あ
る
。
大
意
は
、
「
『
酒
経
』
は
読
ん
で
楽
し
め
る
け
れ
ど
も
、
学
ぶ
こ

と
は
多
く
な
い
。
詩
の
規
律
は
と
て
も
厳
し
く
て
、
ほ
と
ん
ど
情
け
容

赦
が
な
い
」
と
い
う
も
の
。
「
余
亦
云
」
と
は
、
お
そ
ら
く
、
こ
の
詩
の

二
句
目
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
た
だ
し
、
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
『
眉
山

集
』
巻
十
所
収
の
も
の
は
、
二
句
目
の
「
傷
嚴
」
を
「
深
嚴
」
に
作
る
。

※
皎
然

中
唐
の
頃
に
活
躍
し
た
詩
僧
。
姓
は
謝
、
字
は
清
昼
。
南
朝
宋
・
謝

：
霊
運
の
十
世
の
孫
と
言
わ
れ
る
。
古
今
の
詩
に
つ
い
て
評
論
し
た
『
詩

式
』
や
『
詩
評
』
な
ど
を
著
し
た
。

※
「
御
溝
詩
」

こ
こ
で
は
、
あ
る
僧
侶
が
皎
然
の
許
を
訪
れ
、
皎
然
に
示
し

：

た
詩
と
さ
れ
て
い
る
が
、
南
宋
・
計
有
功
の
『
唐
詩
紀
事
』
巻
六
十
七

「
王
貞
白
」
に
は
、
晩
唐
・
王
貞
白
が
詩
僧
の
貫
休
に
示
し
た
五
言
律

詩
と
し
て
、
八
句
す
べ
て
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。【
備
考
】
を
参
照
。

※
要
當

「
か
な
ら
ず
」
と
い
う
の
意
の
口
語
的
表
現
。『
近
思
録
』
巻
七
に
、

：
―
―
有
志
於
道
者
、
要
當
去
此
心
而
後
可
與
語
也
〔
道
に
志
す
者
有
れ

ば
、
要
當
ず
此
の
心
を
去
り
て
後
に
與
に
語
る
べ
き
な
り
〕
―
―
と
あ

か
な
ら

り
、
『
朱
子
語
類
』
巻
一
一
四
に
、
―
―
懸
蝨
於
戸
、
視
之
三
年
、
大
如

車
輪
。
…
…
雖
實
無
這
事
、
要
當
如
此
、
所
見
方
精
〔
蝨
を
戸
に
懸
け

て
、
之
れ
を
視
る
こ
と
三
年
、
大
な
る
こ
と
車
輪
の
如
し
。
…
…
實
に
這こ

の
事
無
し
と
雖
も
、
要
當
ず
此
く
の
如
く
ん
ば
、
見
る
所

方
め
て
精

か
な
ら

し
〕
―
―
と
あ
る
。
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【
通
釈
】

詩
を
つ
く
る
う
え
で
大
事
な
こ
と
は
、
人
と
よ
く
相
談
し
、
欠
点
を

徹
底
的
に
見
つ
け
だ
し
、
そ
れ
を
取
り
除
く
こ
と
で
あ
る
。
た
と
い
一

字
で
も
、
い
い
か
げ
ん
に
投
げ
や
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
な
い
。
そ
の

姿
勢
は
、
ほ
と
ん
ど
細
か
い
規
律
を
人
々
に
強
い
る
法
家
の
あ
り
よ
う

に
近
く
、
と
て
も
「
恕
（
思
い
や
り
）
」
を
重
ん
じ
る
儒
家
の
あ
り
よ
う

と
は
言
い
難
い
。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
を
詩
律
と
言
う
の
で
あ
る
。
蘇
軾
は

「
思
い
切
っ
て
厳
し
い
規
則
の
詩
に
よ
っ
て
戦
い
に
挑
み
た
い
」
と
言

う
。
私
も
ま
た
「
詩
の
規
律
は
と
て
も
厳
し
く
て
、
ほ
と
ん
ど
情
け
容

赦
が
な
い
」
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
お
お
よ
そ
詩
を
作
ろ
う
と
思
い

立
っ
た
初
め
の
頃
に
は
、
必
ず
困
難
と
安
易
の
二
つ
の
道
に
出
く
わ
す
。

学
ぶ
者
は
自
分
の
苦
手
な
こ
と
を
努
め
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
、

し
ば
し
ば
困
難
な
道
を
捨
て
て
安
易
な
道
に
進
も
う
と
す
る
。
文
章
と

い
う
も
の
は
、
上
手
く
作
れ
る
こ
と
が
め
っ
た
に
な
い
の
で
、
つ
ね
に

こ
の
よ
う
な
過
ち
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
だ
。
詩
を
作
る
に
は
自
ず
と
落

ち
着
き
の
よ
い
字
が
あ
る
。
た
だ
そ
れ
を
得
た
い
と
思
う
も
の
の
、
ま

だ
思
い
至
ら
な
い
だ
け
な
の
だ
。

皎
然
は
、
詩
に
よ
っ
て
唐
代
に
名
を
馳
せ
た
人
で
あ
る
。
あ
る
と
き

僧
侶
が
自
作
の
詩
を
袖
に
入
れ
皎
然
に
面
会
を
求
め
に
や
っ
て
来
た
。

皎
然
は
彼
の
「
御
溝
の
詩
」
を
指
さ
し
て
「
『
こ
の
波
は
聖
な
る
天
子
様

の
恩
沢
で
充
ち
満
ち
て
い
る
』
と
い
う
句
は
、
「
波
」
の
字
が
な
お
落
ち

着
か
な
い
、
改
め
る
べ
き
だ
」
と
言
っ
た
。
僧
侶
は
憤
り
の
表
情
を
顔

に
出
し
て
帰
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
僧
侶
も
詩
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
人

で
あ
っ
た
。
皎
然
は
帰
っ
て
も
ま
た
や
っ
て
来
る
だ
ろ
う
と
思
い
、
そ

こ
で
筆
を
手
に
取
り
手
の
ひ
ら
に
「
中
」
の
一
字
を
書
い
て
、
そ
の
手

を
握
っ
て
待
っ
た
。
僧
侶
は
果
た
し
て
ま
た
戻
っ
て
き
て
、
「
中
」
の
字

に
改
め
よ
う
と
思
う
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
、
と
言
っ
た
。
皎
然
は
手
を

開
い
て
手
の
ひ
ら
に
書
い
た
字
を
見
せ
、
か
く
し
て
二
人
は
交
流
を
結

ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
詩
を
作
る
に
は
必
ず
こ
の
よ
う
に
し
て
こ
そ
、
は

じ
め
て
正
し
い
姿
勢
と
言
え
る
の
だ
。

【
備
考
】

『
唐
子
西
文
録
』
で
は
、
「
御
溝
詩
」
を
め
ぐ
っ
て
の
や
り
と
り
を
、
皎
然
と

あ
る
僧
侶
と
の
逸
話
と
し
て
伝
え
る
が
、
南
宋
・
計
有
功
の
『
唐
詩
紀
事
』
巻
六

十
七
「
王
貞
白
」
、
お
よ
び
元
・
辛
文
房
の
『
唐
才
子
伝
』
巻
十
「
王
貞
白
」
は
、

い
ず
れ
も
「
御
溝
詩
」
を
王
貞
白
の
詩
と
し
、
貫
休
と
王
貞
白
と
の
逸
話
と
し
て

伝
え
る
。
ま
た
、
『
唐
詩
紀
事
』
に
は
、「
御
溝
詩
」
の
す
べ
て
の
句
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
詩
が
以
下
の
通
り
、
五
言
律
詩
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
。
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一
派
御
溝
水

一
派

御
溝
の
水

緑
槐
相
蔭
清

緑
槐

相
ひ
蔭
清
た
り

此
中
涵
帝
澤

此
の
中

帝
澤
を
涵
す

無
處
濯
塵
纓

處
と
し
て
塵
纓
を
濯
ふ
無
し

鳥
道
來
雖
險

鳥
道

來
た
れ
ば
險
な
り
と
雖
も

龍
池
到
自
平

龍
池

到
れ
ば
自
ら
平
ら
か
な
り

朝
宗
心
本
切

朝
宗

心
は
本
と
よ
り
切
な
り

願
向
急
流
傾

願
は
く
は
急
流
に
向
ひ
て
傾
か
ん
こ
と
を

大
意
は
、
―
―
ひ
と
ず
じ
の
宮
中
の
お
堀
の
水
。
堀
端
に
は
槐
樹
が
連
な
り
、

緑
の
木
陰
が
す
が
す
が
し
い
。
お
堀
の
水
は
天
子
様
の
恩
沢
に
満
ち
て
お
り
、
冠

の
塵
を
洗
っ
て
隠
者
に
な
ろ
う
と
し
て
も
、
そ
の
よ
う
な
水
は
ど
こ
に
も
な
い
。

世
を
捨
て
て
山
に
登
れ
ば
道
は
険
し
い
が
、
龍
池
の
あ
る
天
子
様
の
宮
殿
に
や
っ

て
く
れ
ば
、
土
地
も
自
ず
と
平
坦
に
な
る
。
天
子
様
に
拝
謁
し
た
い
と
い
う
思
い

は
も
と
も
と
深
か
っ
た
の
だ
。
谷
川
の
急
流
に
乗
っ
て
山
か
ら
お
り
て
、
天
子
様

の
許
へ
馳
せ
参
じ
た
い
も
の
だ
。
―
―
と
い
う
も
の
。

な
ぜ
、
「
波
」
の
字
を
「
中
」
の
字
に
改
め
た
の
か
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、

こ
の
逸
話
は
詳
し
く
は
語
ら
な
い
が
、
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
当
該
句
が
対

句
を
原
則
と
す
る
頷
聯
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
一
字

目
の
「
此
」
と
「
無
」
の
対
応
が
や
や
ゆ
る
や
か
で
は
あ
る
が
、
二
字
目
に
つ
い

て
は
、「
處
」
の
字
と
の
対
句
に
お
け
る
対
応
関
係
か
ら
見
れ
ば
、「
波
」
の
字
よ

り
も
、
同
じ
く
場
所
に
関
す
る
「
中
」
の
字
の
方
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
は
確

か
で
あ
ろ
う
。

（
人
文
学
専
攻
中
国
文
学
専
門

博
士
課
程
後
期
課
程
一
年

大
島
絵
莉
香
）

[

付
記]

本
稿
は
、
二
〇
一
二
年
度
に
実
施
し
た
名
古
屋
大
学
文
学
部
「
中
国
文
学

特
殊
研
究
（
詩
話
を
読
む
）
」
に
お
け
る
成
果
で
あ
る
。
担
当
者
の
発
表
原

稿
・
資
料
を
も
と
に
、
大
島
と
矢
田
が
そ
れ
ら
を
整
理
し
修
正
を
加
え
た
。

担
当
者
の
所
属
・
学
年
は
二
〇
一
二
年
度
当
時
の
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
全
三
十
五
条
の
う
ち
の
第
十
六
条
ま
で
を
掲
載
し
た
。
第
十

七
条
以
降
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
三
年
度
の
授
業
に
お
い
て
読
み
、
そ
の
成

果
を
次
号
以
降
に
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。


